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⏖　本書は三重県度会郡大紀町に所在する野添大辻遺跡の第３次発掘調査にかかる報告書である。

⏗　 本遺跡の調査は主要地方道伊勢大宮線（野添）地方道路整備（改築）事業に伴い、三重県ఠᔒڊࠇ会が三

重県県土整備部から経ᢹのݚ行ࠇКを؝けて実施した。

３　 発掘調査期間は平成26年⏞月⏥日～平成26年⏣月11日である。工事立会は平成27年⏖月16日に実施し

た。このЈ、道路工事のᦽஂにغわせて᭦時立会調査を実施している。

４　第３次発掘調査面積は本調査784㎡、立会調査62㎡の៟846㎡である。

⏞　発掘調査体ըは次の通りである。

　　調査主体　三重県ఠᔒڊࠇ会

　　␩現地調査　平成26年度␭

　　調査୊当　三重県埋蔵文化財センター　調査቉ድ⏖ᠩ　主ॻ　小҄　኎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ଯ師　小原雄也

　　　　　　　発掘調査с業ࠇ៧　　　株式会社π文工業

　　　　　　　ᕶးዀ࡝分ഓ業֭ࠇ៧　株式会社̮ͤˠ・̓͞

　　␩整ჿс業　平成27年度␭

　　整ჿ୊当　三重県埋蔵文化財センター　調査቉ድ⏖ᠩ　ଯ師　小原雄也

６　本書のݚፆ、遺物Ԡሎの௣৯は小原があたった。

⏡　 発掘調査およʃ整ჿс業に᭬しては、地ӯ野添地ךの方Ǿをはじʠ、ά記のᡉລʦ機関にਉ୭ࢷ・ਉ

。をᣋった。記してઢᡚしたい（దዌᅭ）֐ת

　　Ⴗ川ሎΥ、ᅣ　大Ђ、大紀町ఠᔒڊࠇ会、三重県県土整備部

⏣　調査ܒ面、Ԡሎ、出土遺物は三重県埋蔵文化財センターがѳ፬している。
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⏖　 本書では、国土地ჿ᭏発行の1725�000地形ܒȋ国೺࣢ȍȋด野ȍȋ脇出ȍȋ伊勢и原ȍ（平成12年10月発

行）、三重県Ԋ೑̚˻タ͡地ܒの172500地形ܒ（06bO811番）をᅎいた。

　　 三重県Ԋ೑̚˻タ͡地ܒは、三重県市町ᐵغ事֭ᏼغのମ認を਄てьᅎした（ମ認番号⏧三ᐵغ地第

93号）。

⏗　ฌᲞは東京ཱྀ平ܯ༠ອ面（T�b�）を基ྈとした。

３　本書でᅎいたএฌは世ᅠཀྵ地Ꮩに基ɧくものである。方еは第ŦএฌᏙのএฌ北でኍした。

４　本書でᅎいる遺構ᅭ号はГάのとおりである。

　　␙⏵⏧柱列　␙⏸⏧掘立柱建物　␙⏽⏧井戸　␙␉⏧土坑　␙␧⏧ਸൔέ明遺構　

　　 b�« ⏧柱穴・小穴

⏞　 土ᖬのฌ記は、小࣢正ਠ・竹原ኼ雄編ȏృ版ฌྈ土ᖬॗȑ（日本ᖬ቉事業株式会社、1967年՟版）に

୞った。遺物៎࢘表における土器のᖬ調表記もこれにਃう。

６　遺物実ཀྵܒのᑘࣆはГάのとおりである。

　　土器・陶ታ器（174）、泥塔（171）、ቄ器（172）

⏡　遺物៎࢘表のՂ例はГάの通りである。

　　・ᖬ調は޺面のʛ、ฌྈ土ᖬॡのᖬ名を記す。

　　・ᔙ土のᑈࢌさは、Ꮂ・ʦʦᎲ・ʦʦࢌ・ࢌの４段᭥である。

　　・ 土器の๿ࡔრは、ԃٞ12分ւしてኍす。�例⏧ؤᑉ部３!12�。⏖!12Гάのものは、ȋؤᑉ部ႅȍな

どとኍす。ʚた、土師器皿のঈ৹は記していない。

　　・実ཀྵ番号は、遺物実ཀྵܒ番号である。

⏣　៶はعጟの文ೢにЊし、ؒᓒ文჉も៶に記した。

⏥　遺構Υៈ表、遺物៎࢘表はعጟೢにЊした。

10　Ԡሎܒ版中の遺物にЊした番号はع遺物の報告書番号とࢪਝする。ʚた、遺物Ԡሎはᑘࣆέؾである。



ᇿ　๖

　例ៜ・Ղ例

　目　次

š　մ　ៜ   ⏖

　　⏖　調査の経緯と経過
　　⏗　調査の方໬

Ţ　еᒞとᄩ４   ޅ

　　⏖　地ჿ的ᄩޅ
　　⏗　๴ر的ᄩޅ

ţ　遺　構   ⏡

　　⏖　基本ࣝইと਎地形
　　⏗　遺構

Ť　遺　物   21

ť　ᕶးዀ࡝分ഓ   28

　　⏖　分ഓの内ࢅとᐄഗ
　　⏗　̶̘͞分ഓ
　　３　ჶᛀ分ഓ
　　４　̺͞ン̜・ˠ̮ー͡分ഓ

Ŧ　ᐵ　ୠ   38

　　⏖　中世ȋ野副ᨉȍの෵ሂ
　　⏗　泥塔のеᒞɧけ
　　３　ᐄ᠝



第⏖ܒ　発掘調査еᒞ３   ܒ
第⏗ܒ　遺跡分布ܒ   ⏞
第３ܒ　遺跡ٞᦇ地形ܒ   ⏞
第４ܒ　調査ךеᒞ６   ܒ
第⏞ܒ　˫リ̒ドւЊ６   ܒ
第６ך⏖　ܒ遺構平面ܒ   ⏣
第⏡ך⏗　ܒ遺構平面ܒ   ⏥
第⏣ܒ　調査ך土ࣝు面11   ܒ
第⏥ܒ　調査ך土ࣝ柱状12   ܒ
第10ך３　ܒ遺構平面13   ܒ
第11ך⏖　ܒ掘立柱建物・柱列遺構13   ܒ
第12ך３・⏗　ܒ掘立柱建物遺構14   ܒ
第1316⏹　ܒ b�«⏞泥塔出土状໥15   ܒ
第143004⏽␙　ܒ遺構16   ܒ
第153009⏽␙　ܒ遺構17   ܒ
第163012・3011・3008・3007・3001␉␙　ܒ・
　　　　3021遺構18   ܒ
第173020␉␙　ܒ遺構19   ܒ

第⏖表　基本ࣝইࢪ၇表   11
第⏗表　遺構Υៈ表   20
第３表　遺物៎࢘表   26
第４表　分ഓ᠅షとɗの特ਐ   28
第⏞表　̶̘͞᠅షのྂ式ᎀ分け・重༰分ᮐの
　　　　ᐄഗ   29

巻ᰄܒ版⏖
ԃಕך⏗・⏖　
　⏹16 b�«⏞泥塔出土状໥
巻ᰄܒ版⏗
　⏹16 b�«⏞出土泥塔
Ԡሎܒ版⏖
　宮川北岸からの遺跡᧙೚
　с業ᰟಕ
Ԡሎܒ版⏗
調査մ状໥ך⏗・⏖　
調査մ状໥ך３・⏗　
Ԡሎܒ版３
ԃಕך⏖　
ԃಕך⏗　
Ԡሎܒ版４
ԃಕך３　
掘状໥࡭掘立柱建物・柱列ך⏖　
Ԡሎܒ版⏞
掘状໥࡭掘立柱建物・柱列ך⏖　
掘状໥࡭掘立柱建物ך⏗　
Ԡሎܒ版６
　␙␧3010ද出状໥
　␙⏽3004ද出状໥

第18ܒ　␙␧3010遺構19   ܒ
第19ܒ　遺物実ཀྵ22   ⏖ܒ
第20ܒ　泥塔ع部名ዌ22   ܒ
第21ܒ　遺物実ཀྵ24   ⏗ܒ
第22ܒ　遺物実ཀྵ25   ３ܒ
第23ܒ　᠅ష中のيቆრ、Ꮀ度ᏼ成、᩿物ᏼ成、
　　　　တ࣢ˤ͞˽の形態   30
第24ܒ　တ࣢ˤ͞˽の଼࣐რཀྵࡴᐄഗ   30
第25ݡ　ܒ積物中の４üᎀ๿ར中のᥐ᩿物およ
　　　　ʃတ࣢ˤ͞˽と重᩿物   31
第26ݡ　ܒ積物中のჶᛀ化ቄ   34
第27ܒ　野添大辻遺跡第３次調査におけるඨ物
　　　　ჶᨧ体分布36   ܒ
第28ܒ　野添大辻遺跡第３次調査からᅋ出した
　　　　ඨ物ჶᨧ体   37
第29ܒ　主要遺構分布38   ܒ
第30ܒ　偏平舟形光背宝塔型泥塔分類40   ܒ
Ԡሎ⏖　現地ᠦ明会ᰟಕ   ⏗

第６表　４üᎀ๿ར中の᩿物ᏼ成   29
第⏡表　ݡ積物中のჶᛀ化ቄᅋ出表   34
第⏣表　᠅ష⏖�当りの̺͞ン̜・ˠ̮ー͡
　　　　҅ధ   36
第⏥表　偏平舟形光背宝塔型泥塔Υៈ   39

Ԡሎܒ版⏡
᝽状໥ץ3004⏽␙　
　␙⏽3004ቄᏼץ᝽状໥
Ԡሎܒ版⏣
　␖３ b�«⏖出土状໥
　␙⏽3009掘ձ状໥
　␙⏽3015掘ձ状໥
掘状໥࡭3018␉␙　
　␙␉3020上部ቄೳ出土状໥
　␙␉3020ά部ቄೳ出土状໥
　␙␉3020ঈ部ቄೳ出土状໥
　␙␧3010࡭掘状໥
Ԡሎܒ版⏥
　遺物４・10・13・17・18・20・21・24
Ԡሎܒ版10
　遺物25・27・28・29・33・37・43・44・48・54
Ԡሎܒ版11
　遺物59・60・61・64～70・78

୻図ᇿ๖

ᝠᇿ๖

写真図版Υៈ



š　մ　ៜ

⏖　ᠭീɹᐁᑅɭᐁ᧌

（⏖）調査ɴᕸʳᐁᑅ

　県道伊勢大宮線は、伊勢市からౙ大宮町をᐄʉᏝ

40Ρの主要道である。この道路は主に宮川໤いの࣢

間部を通り、Υ部にႷ᭪なך間が๿ࡔするたʠ、ع

地ךで̫˓̮˽建៯ʦ拡幅工事がなされている。

　野添大辻遺跡は、Ё܌の道路改ᖪ工事をߕ機にృ

たに発見された遺跡である。፴ܑ確認調査で判明し

たᏝ2�780㎡の調査面積について、調査原因者の三

重県伊勢建៯事֭所とのתᡴにより本発掘調査がਖ

要とされた。業֭ᩄの都غから、平成24年度から平

成26年度の３か年にわたり発掘調査が行われた（第

ᡴの経過は、՘行ཕʛのȏ野添大辻遺ת事մ。（ܒ⏖

跡（第⏖次）発掘報告ȑ（⏖）、ȏ野添大辻遺跡（第⏗次）

発掘報告ȑ（⏗）、（Гά、ȏ第⏖次報告ȑ、ȏ第⏗次報告ȑ

という）をؒ၇されたい。

（⏗）第３次調査ɹేࡸ

　第⏖次調査で907㎡、第⏗次調査では1�023㎡、第

３次調査では本調査784㎡、工事立会62㎡の៟846㎡

の調査を実施した。第３次調査をもって本発掘調査

は࡭ϛした。このЈに道路工事のᦽஂにغわせて、

᭦時立会調査を行っている。

（３）調査ɹᐁ᧌

　第３次調査は平成26年⏞月⏥日にᬖࠃし、平成26

年⏣月11日にᏺϛした。ʚた、本調査ᏺϛ৿に第⏗

次調査⏖・⏗ךの᭰ஞ地で立会調査を実施した。

　調査の経過に関してはГάの通りである。

␩調査日᠖（ଲ）␭

　2014年（平成26年）

　４月10日　現地תᡴ（伊勢建៯事֭所）。

　⏞月⏥日　現地תᡴ（π文工業）。

　⏞月22日　現໥の段᭥確認࡭ϛ。

　⏞月23日　⏖ך重機掘ձᬖࠃ。

　⏞月28日　⏖ך北東より遺構ද出ᬖࠃ。

　⏞月30日　 ␙⏽3004のද出。᥊落ቄにより上部が

埋໗した状໥を確認。

　６月10日　⏖ךԃಕԠሎ௣৯。

　６月12日　⏗ך重機掘ձᬖࠃ。

　６月17日　⏖16⏹ך b�«⏞より泥塔出土。

　６月19日　⏗ך遺構掘ձᬖࠃ。

　⏡月⏗日　⏗ךԃಕԠሎ௣৯。

　⏡月⏣日　３ך重機掘ձᬖࠃ。

　⏡月10日　دᰟ⏣号ஞ近のたʠХ工。

　⏡月12日　現地ᠦ明会ᬖҼ。

　⏡月15日　３ך遺構掘ձᬖࠃ。

　⏡月16日　３ךԃಕԠሎ௣৯。

　⏡月17日　⏗ך埋ଖしᬖࠃ。

　⏡月19日　 ⏖3005⏽␙ך掘ձс業と重機によるు

ちւり。３ך埋ଖしᬖࠃ。

　⏡月22日　⏗・３ך埋ଖし࡭ϛ。

　⏡月23日　 ⏖3004⏽␙ך掘ձс業と重機によるు

ちւり。

　⏡月25日　␙⏽3004調査࡭ϛ。⏖ך埋ଖし࡭ϛ。

　⏡月29日　 現地תᡴ（伊勢建៯事֭所・π文工業）。

埋ଖし状໥ፈの確認。

　⏣月６日　࡭ϛද査の実施。

　2015年（平成27年）

　⏖月16日　 第⏗次調査⏖・⏗᭰ךஞ地の工事立会

を実施。

（⏜）య׋ᢧѳᡸ໬ɴȴȴʳᡉଝᐚ

　・ 県埋蔵文化財ѳᡸ条例第48条第⏖項ȋٞ知の埋

蔵文化財׃蔵地における土ೠ工事ፈの発掘通知

書ȍ（県ఠᔒᬏあて三重県知事通知）

　　平成23年⏣月31日Њ　伊建第562号

　・ 文化財ѳᡸ໬第99条第⏖項（県ఠᔒڊࠇ会ఠᔒ

ᬏあて埋蔵文化財センター所ᬏ通知）

　　平成26年⏞月⏥日Њ　ఠ埋第47号

　・ 文化財ѳᡸ໬第100号第⏗条ȋ埋蔵文化財の発

見・認ࡴについてȍ（大دᡰ࢘ᒠᬏあて県ఠᔒ

（ᬏ通知ڊࠇ会ڊࠇ

　　平成26年⏣月14日Њ　ఠࠇ第12�4417号

（⏞）ಔؖԇᬖ

　調査期間中にはযʏ85名の見࡝者があり、発掘調

査成ഗのៗᠦを行った（Ԡሎ⏖）。

　平成26年⏡月12日（土）に現地ᠦ明会を実施し84

　 1 　
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名のؒ֓があった。平成27年３月14日（土）の三重

県埋蔵文化財センターࡀ野分室でᬖҼした発掘成ഗ

報告会ȋおもʸいもんでʚしたんʦわ⏴三重⏗⏔⏖

４ȍでは、遺物ࣙኍおよʃៗᠦを行い141名のؒ֓

があった。

⏗　ᠭീɹ౅໬

（⏖）調査ך៯ࡴ

　第３次調査地は遺跡፴ܑの南西ጩにあたる（第

発掘調査は道路៟ᅙ路線内のうち、፴ܑ。（ܒ４・３

確認調査で遺構が確認された፝所をࢪᢒにした。調

査ך名は現道ʦອ路を୳ʛ、東から⏖～３ךの名ዌ

をήえた。

　遺物の؜り上Ɂፈにᅎいる˫リ̒ドは平面ሁ៓এ

ฌᏙ（世ᅠཀྵ地Ꮩ）に׸して៯ࡴしたが、第⏖・⏗

次調査とはႶ立したものである（第⏞ܒ）。˫リ̒ド

のւЊは、調査ךをすʏてˡ̫ーできるように、s=

－175�583⑎、u=44�564⑎を原ဣとした４⑎方ሗを៯

北）كはధ字を、␥軸方（西から東）كし、␣軸方ࡴ

から南）はˏ̶͡ˎ̜̾̒をЊήし、ع北西៓を小

˫リ̒ドの名ዌとした（例⏧⏵３など）。

（⏗）遺෯දՏ͹掘ձ

　表土から遺構面ʚでのݡ積土を重機（̫̒˪́ー）

で᭑ؑし遺構ද出・掘ձはϺ֐で行った。井戸のు

ちւり、大型遺構の掘ձには重機をជ֖的にᅎいた。

、の調査において、落ちᦉʛ状遺構（⏵18・19ך⏖　

⏸17～19）をද出した。˵̸̜ͤン̍を⏸18に៯ࡴ

し遺構のཉ度を確認したうえで、遺構掘ձに重機を

ᅎいる判ుをした。掘ձ৿に土ࣝのݡ積をភధのᓷ

でԗ度ද២するなかで、遺構ではないというᐄᠶڊ

にᕸった。上記の፴ܑはᠡ認により遺構をቑޙする

こととなり᠎Ᏻを記すことができないたʠ、᠍当፴

ܑから出土した遺物は落ちᦉʛ状遺構としてʚとʠ

て報告する。

（３）遺෯ܒᯆ

　遺構ද出段᭥で˫リ̜̒׬еの⏖!40ᅭཀྵܒ（遺

構ˡード）をс成し、これをもとに⏖!100の遺構ᅭ

ཀྵܒをс成することで、調査ךԃ体の遺構ᨗᒞを଴

வした。遺構平面ܒ、土ࣝు面ܒについては⏖!20

のଝ書き実ཀྵで行った。

　井戸などع遺構の᠎Ᏻな平面ؖܒʃ立面ܒは、

⏖!10のଝ書き実ཀྵを行った。なお、これらのܒ面、

с業日᠖は当センターでѳ፬している。

　遺構番号は̴̜̒を᭑き、ԃてに通し番号をЊή

した。なお、報告書с成にあたり、遺構番号の៝正

を行っているが、原հとして調査時の番号をɗのʚ

ʚᅎいている。̴̜̒の遺構番号は、当センターの

調査ฌྈにਃい小地ךɅとの通し番号としている。

（⏜）Տܤ遺႒ɹ፬ჿ

　出土遺物は出土年月日と遺構のך別を行い、˫リ

り上Ɂている。ʚた、報告書஥ᥔ遺物؜еで׬̜̒

（⏵遺物）とؒᓒᣂష（⏸遺物）に分けて整ჿ、ѳ

፬している。

（⏞）Ԡሎ௣৯

　遺跡の調査Ԡሎについて、調査ԃಕʦ重要な҅別

遺構は̸ͦー̢ーの６Ì⏥判（̨͐˪ͦ、ˡ͞ーリ

̫ー˵͡）で௣৯した。ʚた、調査մ状໥ʦ遺構、

土ࣝు面などは35Ο判（̨͐˪ͦ、ˡ͞ーリ̫ー˵

͡）をជ֖的にᅎいた。ьᅎしたˡ͍͞について、

６Ì⏥判は˗ˑ˽タ̶ˑー͡ド、35Ο判は̢コン␀

␎⏗である。ʚた、̚˻タ͡ˡ͍͞での௣৯も᧟ࡶ

行った。

៶

（⏖）三重県埋蔵文化財センターȏ野添大辻遺跡（第⏖次）

発掘調査報告ȑ、2014年

（⏗）三重県埋蔵文化財センターȏ野添大辻遺跡（第⏗次）

発掘調査報告ȑ、2015年
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Ţ　еᒞɭᄩޅ

　地ჿ的ᄩޅ、๴ر的ᄩޅはȏ第⏖次報告ȑ、ȏ第⏗

次報告ȑで᠎Ᏻな報告が成されているたʠ、これʚ

での内ࢅをもとにෙ要を記した。

ޅჿᇕᄩܩ　⏖

（⏖）еᒞ

　野添大辻遺跡（⏖）は三重県度会郡大紀町にある

ᑊ文時代から中世の集落跡である（第⏗ܒ）。大紀町

（平成17年、⏗町⏖村がغш）は三重県南部にあり、

ɗの地形は宮川༑域の࣢間部（ౙ大宮町・ౙ大内࣢

村）と、熊野ဎに面した༠岸部（ౙ紀勢町）に大別

される。遺跡は宮川༑域のౙ大宮町に所在し、宮川

ໜؤを30Ρ᧚上したฌᲞᏝ65⑎の地ဣに立地する。

　宮川の右岸үにあたるΧ༃ࣰ（778⑎）ʦ国見࣬

（734⑎）などの࣢地は、إ代伊勢国とਚ௑国の国ޅ

であった。これらの࣢ࣰより発する宮川ఌ༑のᚹ川

を᧚上し、ᚹࣻܮをᣴえれɽ17Ρほどでኜմཱྀ・ᣚ

ཱྀにᕸる。ʚた、大内࣢川を経て熊野᝘道をたどれ

ɽ熊野三࣢にᐚく。当地はߡ伊勢、ਚ௑、熊野をᐄ

ʉᐄ፲ဣにあたる。

ᣒܩ（⏗）

　宮川は、中央構ᦶ線޺य़のうち三໳川޴成य़にࣚ

し、遺跡ٞᦇの基ᇻ࣬は泥ᣒႅ࣬である。宮川上༑

ʦᚹ川・大内࣢川はዊၼᏲय़を北༑し、ቆ࣬・泥࣬・

̍͑ー̜などを༑域にњᐌしている。

০ܩाɭຍεࡾ（３）

　宮川は三重県・ߐᖪ県ޅの大د˭原を྇༑とし、

中༑域で大内࣢川・ᚹ川・Υψဈ川・ดᥢ川などの

ఌ༑を֓えながら県南部を東༑する。

　宮川が大きく᛭行する中༑域ではໜ岸段丘が発᧒

し、໓積平野はά༑域にのʛ形成されている。段丘

面と宮川のᲞжेはᏝ30⑎あり、ཉいཙᢆ状となる。

　野添大辻遺跡はこの宮川中༑の右岸段丘上にеᒞ

する。当地は宮川とᚹ川のغ༑ဣにあたり、ປᥒ的

大きな段丘面が形成されている（第３ܒ）。

⏗　๴رᇕᄩޅ

（⏖）ౙቄ۬⑯ᑊయಁБ

　宮川中༑域にはౙቄ器からᑊ文時代の遺跡がధ多

く知られている。ౙቄ器時代の遺跡は、宮川とఌ༑

の࿡川のغ༑ဣにある出৓遺跡（⏥）がある（⏖）。

̠˓̶形ቄ器ʦ˽˪ͤ˓̮ーなどន品のほか、多く

のቄ൒ʦռႅも出土している。

　ᑊ文時代は野添大辻遺跡のほか、大紀町ኜ原のฆ

̨ᢆ遺跡（11）でᑊ文౛期からಓ期にかけてのጦ穴

з࣎ʦ土坑などが確認され（⏗）、౛期の土器はେ型

文土器編年におけるኜι上ࣝ式の代表例とされてい

る。野ଝ遺跡（⏗）はմ期が主体で、౛期～৿期の

土器・ቄ器ʦ 状ᓡᰴが஛؜されている。

（⏗）োᅊಁБ⑯إБ

　当時期Гᭇは、遺跡の分布がෑጩにཝࢹする。大

西遺跡（４）、ৄဈ遺跡（６）など小ៀฐなোᅊ時

代のత布地がある。ސإ時代には滝原地ךのᬏ者野

。ᒴが知られているዐ度であるސإ

　当地のإ代を᠝る上で重要なのは、ᇗ大ኜ宮の別

宮にあたる滝原宮であるが、当地域ではإ代の遺跡

についても᠎Ᏻはέ明である。

（３）μγ

　宮川ृ岸の川添地ךには中世ݐ᱅が見られる。ߐ

ᖪ井ݐ跡（14）は平地の࣎᱅で⏗か所にݞが確認さ

れる。Ꮅᅊݐ跡（18）は、࣢地の࣊൓上に立地する

14～15世紀の小ៀฐなݐ᱅である。

　᭰ஞする大د町には、北ᅪລʪかりのر跡である

三ဈ᱅跡ʦά三ဈݐ跡が見られる。南北೛から戦国

時代にかけて、この地域の南೛勢֐の北ᅪລが勢֐

をঃɁ、ఌᨗを確立していった。

៶

（⏖）大د町出৓遺跡調査会ȏ出৓遺跡調査報告書ȑ、1979年

（⏗）三重県ఠᔒڊࠇ会ȏ埋蔵文化財発掘調査報告（ฆ̨ᢆ

遺跡）ȑ、1983年
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ፀ２ܒǵ遺跡Օ॒ܒ（1750�000Ǹܕ土ܩჿ᭏ᇍ᝔1725�000ధғܒܩɴ֓ፆ）

ፀ３ܒǵ遺跡ٞᦇܩ০（178�000）ܒ
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ፀ４ܒǵ調査区еᒞ（173�000）ܒ

ፀ⏞ܒǵ˫̝̒͠ւЊ（17800）ܒ
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ţ　᧨　෯

০ܩইɭ਎ࣝೣݜ　⏖

ইࣝೣݜ（⏖）

　基本ࣝইはГάの通りである。なお、第⏖～３次

調査ך間のࣝইのࢪປは、土ࣝ柱状ܒおよʃࢪ၇表

にኍした（第⏣・⏥ܒ、第⏖表）。

　　š⏧現代ᓚ土・আ土ፈ（表土）

　　Ţ⏧近世～近代のౙᓚ土ʦ整地ࣝፈ

　　ţ⏧中世の遺物ࣝي׃（ᶌ̓˪土ፈをᣱ྇）

　　Ť⏧ᶌ̓˪土

　　ť⏧រဒᖬ～ತᶅဒᖬシ̜͡

　　Ŧ⏧明ᶅរᖬᎳ土～ෑᏳቆ（地࣢）

　šࣝは表土で、ອᅒ・ᅣのᓚ土・আ土である。Ţ

ࣝは近世～近代のౙᓚ土ʦ整地ࣝፈで、ࣝعの間に

৿背の丘᭙からの༑出土とʛられるᶅរᖬቆኊが୳

ʚれることがある。

　ţࣝは主にᶌ̓˪土をᣱ྇とする土ޚないしᓚс

土である。中～近世のᓚсፈにᣱ因するࣝであʸう。

ࣝ中には中世の遺物がيʚれ、ዎに本ࣝの上面から

Ֆりᦉʞ中世遺構が認ʠられる。しかし、ع所でᰟ

҉ೠʦ൓株跡が確認されるほか、ά面はᅊᆜが著し

いたʠ、本ࣝ上での遺構の଴வはܐᮑであった。

　Ťࣝはいわʪるᶌ̓˪土である。ቆኊなどのཌྷԂ

物はᯃ।にࢹない。本ࣝはѤࡶ的に上е・中е・ά

еにך分したが、ࣝሂのά方޴化はྻው的である。

なお、第⏗・３次調査では本ࣝの上・中еからは

X�D�（6�300Fb）とʛられる̶̘͞がද出されており、

第⏖次調査で確認されたᑊ文౛期の遺構との関ѥで

໶目される。

　ťࣝは地࣢である段丘ݡ積物のሁ上に形成された

土ࣝである。本ࣝの上面が第⏖次調査のᑊ文౛期遺

構ද出面にࢪਝする。土ޚ分ഓでは̶̘͞はද出さ

れなかったことから、本ࣝはX�D�のᭇဒГմに形成

されたࣝであると஠ཀྵされる。

　Ŧࣝは段丘のݡ積物であるᶅរᖬᏙᎳ土ʚたはෑ

Ᏻቆである。表ࣝはኊなどをيʚɑ、ᰟ化がよくᦽ

んだܯᣒなᎳ土ࣝであるが、άࣝは୥大մ৿のኊを

多くيんだቆኊࣝとなり、ฌᲞᏝ61�5⑎Њ近でᯃ।

に቙いέᦩອの༓ᶅᖬቆࣝとなる。⏖ךにおける井

戸のుちւり調査により、このኊをيʞቆኊࣝがᦩ

ອࣝとなり、井戸のཻອࣝとしてգᅎされていたこ

とが判明した。

（⏗）調査ܩɹ਎ܩ০

　調査մの土地գᅎは⏖～３ךはᓚс地である。中

世遺構面のŤࣝؖʃ地࣢のŦࣝは、南西から北東に

かけてᑃʦかにжくなる。ŦࣝのฌᲞは３ך南西ጩ

でᏝ64�9⑎、⏖ך北東ጩでᏝ63�8⑎である。

　遺跡ԃ体でŤ～ŦࣝのฌᲞをປᥒすると、第⏗次

調査⏖・⏗ךが64～66⑎ዐと೎もᲞく、第⏗次調査

にかけてᏝ61～62⑎ዐと೎もжくなる。第ך⏞～３

⏖次調査ךは63⑎մ৿でᲞжेが小さく、さらに西

үの第３ךにかけてᑃʦかにӃహする地形となる。

（３）遺෯දՏᯆ

ך⏗。の遺構はŤࣝ上面をද出面としたך３～⏖　

ではŤࣝの上面で遺構ද出を行ったが、基ᇻとなる

ᶌ̓˪土の遺ࡔ状໥がੲく、部分的な፴ܑでťࣝの

上面でද出を行った。なお、⏖～３ךでは調査ᏺϛ

մにŦࣝ上面でのάࣝ遺構確認を行ったが、遺構・

遺物は認ʠられなかった。

⏗　᧨෯

（⏖）දՏ遺෯ɹෙឹ

　Ё܌の調査では主に室町時代（戦国期）の遺構を

ද出した。第⏗次調査の෵ሂに近く、15世紀代の遺

構・遺物が多くʛられた第⏖次調査とは遺構の෵ሂ

がᗐॵ異なる。ʚた、ᑊ文時代౛期の遺構は確認で

きなかった。

は地形ʦ遺構の෵ሂが近аするたʠ、ʚך３～⏖　

とʠて報告を行う。文中で៘れていない遺構のࣚਸ

については、ጟೢの遺構Υៈ表をؒ၇されたい。

　なお、中世の遺構の時期は伊ᚹងҤລによる中世

土器の編年にਃい、南伊勢中世（Гά、ȋ中世ȍ）

Ţ～Ť期と表記する。ෙɷ中世Ţ⏮平ೢ࡫～᫐҄時

代、中世ţ⏮室町時代（戦国期Гմ）、中世Ť⏮戦

国期にሂ当する（⏖）。
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ፀ⏡ܒǵ２区遺෯ॶᯆ（17200）ܒ

　 9 ～10 　





カ
ク
ラ
ン

ፀ
⏣
ܒ
ǵ
調
査
区
土
ࣝ
ు
ᯆ
ܒ
（
17
10
0）ፀ

１
ᝠ
ǵ
ݜ
ೣ
ࣝ
ই
ࢪ
၇
ᝠ

１
～
３
区

　
Ⅰ
：
現
代
耕
土
・
床
土
・
盛
土
等

１
～
３
層

　
Ⅱ
：
近
世
～
近
代
耕
土
・
整
地
層
等

４
層

　
Ⅲ
：
Ⅳ
層
以
下
の
土
壌
化
層
（
中
世
の
遺
物
を
包
含
）

５
層

　
Ⅳ
：
黒
ボ
ク
土
（
中
世
遺
構
の
基
盤
層
で
、
下
方
変
化
は
漸
移
的
。
便
宜
的
に
 

 
 
 
 
 
上
位
・
中
位
・
下
位
に
分
層
。
上
・
中
位
は
K
-
A
h
を
含
む
）

６
～
８
層

　
Ⅴ
：
褐
灰
色
～
暗
黄
灰
色
シ
ル
ト
（
第
１
次
調
査
の
縄
文
早
期
遺
構
面
に
対
応
）

９
層

　
Ⅵ
：
明
黄
褐
色
粘
土
～
極
細
砂
（
地
山
）

1
0
～
1
2
層

　 11 　



１
～

３
区

　
土

層
断

面
図

注
記

１
　

5
Y
5
/
1
灰

色
粗

砂
混

じ
り
シ

ル
ト

層
（

現
代

耕
土

）
 

２
　

5
Y
6
/
1
灰

色
シ

ル
ト

～
極
粗

砂
層

（
５

～
1
0
㎜

の
中

礫
を

多
く

含
む

、
旧

耕
土

）

３
　

2
.
5
Y
5
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
床

土
）

　

４
　

1
0
Y
R
5
/
2
灰

黄
褐

色
極

粗
砂

層
（

2
0
～

3
0
㎜

の
中

礫
を

2
0
％

含
む

、
撹

乱
）

５
　

1
0
Y
R
4
/
1
褐

灰
色

極
粗

砂
～

細
礫

層
（

中
世

包
含

層
）

６
　

2
.
5
Y
2
/
1
黒

色
シ

ル
ト

層
（

極
粗

砂
を

2
5
％

含
む

、
黒

ボ
ク

土
上

位
）

７
　

5
Y
2
/
1
黒

色
シ

ル
ト

層
（
黒

ボ
ク

土
中

位
)

８
　

5
Y
2
/
1
黒

色
シ

ル
ト

層
（
5
Y
7
/
2
灰

白
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
５

％
、

５
㎜

の
中

礫
５

％
含
む
、

　
　

黒
ボ

ク
土

下
位

）

９
　

2
.
5
Y
5
/
2
暗

灰
黄

色
シ

ル
ト

層
（

2
.
5
Y
7
/
3
浅

黄
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
2
5
％

含
む

）
 

1
0
　

2
.
5
Y
6
/
4
に

ぶ
い

黄
色

粘
土

層
（

地
山

）

1
1
　

2
.
5
Y
6
/
4
に

ぶ
い

黄
色

大
礫

混
じ

り
中

礫
層

（
地

山
）

1
2
　

2
.
5
Y
7
/
3
浅

黄
色

細
砂

層
（

地
山

）

1
3
　

1
0
Y
R
6
/
6
明

黄
褐

色
シ

ル
ト

層

1
4
　

1
0
Y
R
4
/
1
褐

灰
色

シ
ル

ト
層

（
５

㎜
の

中
礫

を
５

％
含

む
）

　

1
5
　

1
0
Y
R
3
/
1
黒

褐
色

シ
ル

ト
層

（
1
0
Y
R
7
/
6
明

黄
褐

色
シ

ル
ト

ブ
ロ

ッ
ク

１
％

含
む

）

1
6
　

1
0
Y
R
2
/
2
黒

褐
色

シ
ル

ト
層

（
土

坑
埋

土
）

1
7
　

2
.
5
Y
5
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
土

坑
埋

土
）

1
8
　

1
0
Y
R
2
/
3
黒

褐
色

シ
ル

ト
層

（
P
i
t
埋

土
）

1
9
　

2
.
5
Y
4
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
５

㎜
の

中
礫

を
５

％
含

む
）

2
0
　

2
.
5
Y
5
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
５

～
1
0
㎜

の
中

礫
を

1
0
％

含
む

、
S
K
3
0
0
8
埋

土
）

2
1
　

2
.
5
Y
4
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
S
K
3
0
0
8
埋

土
）

2
2
　

2
.
5
Y
6
/
1
黄

灰
色

極
細

砂
層

（
2
.
5
Y
8
/
3
淡

黄
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
５

％
含

む
、

S
K
3
0
1
1
埋
土
）

2
3
　

2
.
5
Y
4
/
1
黄

灰
色

極
細

砂
層

（
S
K
3
0
1
1
埋

土
）

2
4
　

2
.
5
Y
4
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
５

～
1
0
㎜

の
中

礫
を

2
5
％

含
む

）

2
5
　

2
.
5
Y
8
/
4
淡

黄
色

シ
ル

ト
層

（
2
.
5
Y
5
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
2
5
％

含
む

）

2
6
　

2
.
5
Y
3
/
1
黒

褐
色

シ
ル

ト
層

（
風

倒
木

埋
土

）

2
7
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
5
0
㎜
の
中
礫
を
５
％
含
む
、
風
倒
木
埋
土
）

2
8
　
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
3
0
～
5
0
㎜
の
中
礫
を
１
％
含
む
、
風
倒
木
埋
土
）

2
9
　
2
.
5
Y
7
/
3
浅
黄
色
シ
ル
ト
層
（
5
0
～
1
0
0
㎜
の
中
・
大
礫
を
2
5
％
含
む
、
風
倒
木
埋
土
）

3
0
　
2
.
5
Y
5
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層

　
　
（
2
.
5
Y
7
/
3
浅
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
５
％
、
５
～
1
0
㎜
の
中
礫
を
５
％
含
む
、
風
倒
木
埋
土
）

3
1
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層

　
　
（
極
粗
砂
を
多
量
に
含
む
、
３
～
５
㎜
の
中
礫
を
2
5
％
含
む
、
風
倒
木
埋
土
）

3
2
　
2
.
5
Y
6
/
2
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
５
％
含
む
）
　

3
3
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
S
E
3
0
1
5
埋
土
）

3
4
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層

　
　
（
1
0
0
～
2
0
0
㎜
の
大
礫
を
５
％
、
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
５
％
含
む
、
S
E
3
0
1
5
埋
土
）

3
5
　
2
.
5
Y
5
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
５
～
1
0
㎜
の
中
礫
を
2
5
％
含
む
、
S
E
3
0
1
5
埋
土
）

3
6
　
2
.
5
Y
5
/
1
黄
灰
色
極
粗
砂
混
じ
り
シ
ル
ト
層

　
　
（
1
0
0
～
2
0
0
㎜
の
大
礫
を
多
量
に
含
む
、
S
E
3
0
1
5
埋
土
）

3
7
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

3
8
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
５
㎜
の
中
礫
を
2
5
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

3
9
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

4
0
　
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
層
（
５
～
1
0
㎜
の
中
礫
を
2
5
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

4
1
　
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

4
2
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
風
倒
木
埋
土
）

4
3
　
2
.
5
Y
5
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
風
倒
木
埋
土
）

4
4
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

4
5
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

4
6
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
4
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
５
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

4
7
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

4
8
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
1
0
～
2
0
㎜
の
中
礫
を
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土

)

4
9
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
1
0
～
2
0
㎜
の
中
礫
を
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

5
0
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

5
1
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

5
2
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
4
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

5
3
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

5
4
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

5
5
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
4
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
2
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

5
6
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

5
7
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

5
8
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

5
9
　
2
.
5
Y
3
/
2
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
0
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
2
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

6
1
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
2
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
3
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
4
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

6
4
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
5
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
6
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
7
　
2
.
5
Y
3
/
2
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
3
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

6
8
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
9
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
6
明
黄
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）
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5
Y
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黒
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色
シ
ル
ト
層
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.
5
Y
6
/
6
明
黄
褐
色
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ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
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0
％
含
む
、
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坑
埋
土
）
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1
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5
Y
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/
1
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色
シ
ル
ト
層
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7
.
5
Y
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/
1
灰
色
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ル
ト
ブ
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ッ
ク
５
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）
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/
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色
シ
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ト
層
（
３
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の
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礫
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2
5
％
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土
）

7
3
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.
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/
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色
シ
ル
ト
層
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土
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埋
土
）

7
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.
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/
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色
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ル
ト
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土
）

7
5
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.
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/
1
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色
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ル
ト
層
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Y
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/
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ト
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ッ
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土
）

7
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色
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0
％
、
１
～
２
㎜
の
極
粗
砂
を
５
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

7
7
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）

ፀ
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ܒ
（
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）
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ፀ10ܒǵ３区遺෯ॶᯆ（17200）ܒ

ፀ11ܒǵ１区掘立柱建物・柱列遺෯（17100）ܒ
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（ܒ#%第⏟͹⏡͹）ɹ遺෯ך３⑯⏖（⏗）

　本調査ךでは、主に中世Ť期の遺構が認ʠられた。

遺構は⏖ךと⏗ך北東ү、３ך北東үにປᥒ的多く

確認された。⏗ךは調査ך中央から南西にかけ、遺

物がॕᚚとなる。

Ʀ஗ጓ഼ল႒͹഼՞⏃写真図版⏜͹⏞⏆

で建物⏖棟、３ך⏗、で建物⏖棟と柱列４条ך⏖　

。で建物⏖棟を確認したך

␙⏸(#&2⏃ፀ%%図⏆

中央でද出した掘立柱建物で、３間Ì⏗間Гך⏖　

上のү柱建物とᓒえられる。ൗ行5�1⑎、൯行4�5⑎

Г上で、主軸の方еは␐26Ä␡をとる。柱穴からは

15世紀৿16～ץ世紀մץの土師器皿・鍋（⏗～４）

が出土した。৿ᦚする⏹16 b�«⏞からは泥塔（⏖）

が出土している。

␙⏸(#&2�⏹%.�b�«⏞⏃ፀ%(図Ǹॎᰄ図版⏖͹⏗⏆

　␙⏸3028の柱穴とᓒえられ、平面形はሁ৹42Πの

ԓ形で、ཉさ67�5Πである。第⏖ࣝでは、柱穴北ү

のеᒞで、泥塔（⏖）が正立した状態で出土した。

出土状໥から泥塔は柱がାき؜られた৿に、柱穴を

埋ʠଖす過ዐで柱穴内に࡫ᒞされたと஠ࡴされる。

　埋土からは、泥塔のЈに中世Ť期と見られる土師

器鍋の小ႅが出土した。᠎Ᏻな時期特ࡴはܐᮑであ

るが、15世紀中᯴～16世紀մץの፴ᅾに収ʚるとᓒ

えられる。

␙⏸(#&4⏃ፀ%&図⏆

北үでද出した掘立柱建物で、３間Ì⏗間のך⏗　

ᐵ柱建物とᓒえられる。ൗ行5�7⑎、൯行3�6⑎で、

主軸の方еは␐22Ä␡をとる。柱穴からは16世紀մ

。の土師器皿・鍋（⏞・６）が出土したץ

␙⏸(#(#⏃ፀ%&図⏆

北үでද出した掘立柱建物で、３間Ì⏖間Гך３　

上のү柱建物とᓒえられる。ൗ行6�3⑎、൯行1�8⑎

Г上で、主軸は␐57Ä⏽をとる。柱穴からは中世Ť

期とʛられる土師器小ႅが出土している。

ፀ12ܒǵ２・３区掘立柱建物遺෯（17100）ܒ
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ፀ13ܒǵ⏹16 Pit⏞໵ݷ出土状況（175）ܒ

Ｃ16　Pit５

　１．10YR2/1 黒褐色シルト層

　２．10YR2/1 黒褐色シルト層

　　（10YR7/3 にぶい黄色シルト

　　　ブロック１％含む）

　３．2.5YR5/1 褐灰色シルト層

　　（粗砂 5％含む）　

　４．5Y2/1 黒色シルト層

　　（黒ボク土中位）

　５．5Y2/1 黒色シルト層

　　（5Y7/2 灰白色シルトブロック５％、

　　　５mm の中礫５％含む、黒ボク土下位）

　６．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト層

　　（2.5Y7/3 浅黄色シルトブロック 25％含む）
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␙⏵(#&.⏃ፀ%%図⏆

。6⑎）をද出した�中央の柱列で、３間分（5ך⏖　

主軸は␐64Ä␡をとる。中世Ť期と見られる土師器

皿ፈが出土している。

␙⏵(#&0⏃ፀ%%図⏆

。3⑎）をද出した�中央の柱列で、３間分（6ך⏖　

主軸は␐64Ä␡をとる。中世Ť期と見られる土師器

小ႅが出土している。

␙⏵(#((⏃ፀ%%図⏆

。1⑎）をද出した�中央の柱列で、３間分（6ך⏖　

主軸は␐46Ä␡をとる。

␙⏵(#(*⏃ፀ%%図⏆

。1⑎）をද出した�中央の柱列で、３間分（5ך⏖　

主軸は␐46Ä␡をとる。

Ƨϥକ

。で⏖基の井戸を確認したך⏗、で⏗基ך⏖　

␙⏽(##*⏃ፀ%*図Ǹ写真図版⏟͹⏡⏆

北үでද出したቄᏼの井戸で、掘形のሁ৹ך⏖　

1�8～⏗⑎、ቄᏼの内৹0�6～1�0⑎、ཉさᏝ2�9⑎を

ཀྵる。ද出段᭥で上ጩからᏝ0�5～1�0⑎のቄᏼがग

落していたたʠ、この፴ܑのቄᏼの構ᦶは確認でき

なかった。

　ቄᏼは̍͑ー̜ʦቆ࣬のʦʦଙ平なϩ៓ኊを小ؤ

積ʛして構築するが、೎ά段のʛ大型のቄをᬏଝに

ஈえている。ቄᏼのគᦉʠ土はᏝ⏞～20Π؄であり、

井戸上部からά部にكけてᚚくなる。井戸の೎ά部

にはອྊʦ༒ອ施៯としてのኊఫきなどは確認でき

なかった。

　掘形はອを通さない቙いᏳቆࣝʚで掘られている。

このᏳቆより上ࣝのᶅᖬቆኊࣝがᦩອࣝであり、ٞ

ܑからອが集ʚってくる。

　井戸の埋土から、16世紀մץの土師器皿・鍋（11

ፀ14ܒǵＳＥ3004遺෯（1740）ܒ

ＳＥ3004

　１．10YR3/1 黒褐色シルト層

　　（極粗砂を多量に含む、300mm 大の巨礫・井戸枠の崩落石を多量に含む、枠内埋土）

　２．10YR4/1 褐灰色シルト層（50～100mm の中・大礫を多量に含む、枠内埋土）

　３．10YR4/1 褐灰色シルト層（100～300mm の大・巨礫を多量に含む、枠内埋土）

　４．10YR4/2 灰黄褐色粗砂層（50mm の中礫を５％含む、枠内埋土）

　５．10YR4/1 褐灰色粗砂層

　　（粘土ブロック５％、200～300mm の大・巨礫を 10％含む、枠内埋土）

　６．10YR4/1 褐灰色シルト層（粗砂を多量に含む、掘形埋土）　 

　７．10YR4/1 褐灰色粗砂層（50～100mm の中・大礫 25％含む、掘形埋土）

　８．2.5Y6/4 にぶい黄色粘土層（地山）

　９．2.5Y6/4 にぶい黄色大礫混じり中礫層（地山）

　10．2.5Y7/3 浅黄色細砂層（地山）
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～21）が出土した。

　構ᦶが類аするものにȏ第⏗次報告ȑで確認され

た␙⏽2035が୲Ɂられる。␙⏽2035では˭͓˥のπ

をէり᢭いたອྊをஈえる᧓いはあるものの、ቄ߄

ᏼの基本的な構ᦶはؾじものである。

␙⏽(##4⏃ፀ%,図Ǹ写真図版⏣⏆

7�5～1�南үでද出した井戸で、掘形のሁ৹1ך⏖　

⑎、内৹1�1⑎である。άࣝの地ᇻがέࡴ࡫のたʠද

出面より2�6⑎のཻອ地ဣで掘ձを中๬した。ቄᏼに

よる土๬ʠ施៯が確認できないことから、ೠន井戸

ങがあったものと஠ࡴされる。

　井戸埋土からは土師器皿、࣢茶椀、ဒᨿ陶器壺（22

～25）が出土し、時期は14世紀৿ץとᓒえられる。

␙⏽(#%,⏃ፀ⏡図Ǹ写真図版⏣⏆

が調ץ北үでද出したቄᏼ井戸で、遺構の大ך⏗　

査޺ךʍঃがるたʠሁ৹、ཉさはέ明である。調査

0⑎で掘ձを�なたʠද出面よりཉさ1ࡴ࡫面がέޖך

中๬した。

　ቄᏼは̍͑ー̜ʦቆ࣬のʦʦଙ平なϩ៓ኊを小ؤ

積ʛして構築する。掘ձཉ度の都غにより、ቄᏼの

構ᦶはέ明である。

　井戸の埋土から、16世紀մץの土師器皿・鍋・ᒽ

ᩌ（26～33）などが出土した。

ƨܴܤ⏃ፀ%.図Ǹ写真図版⏣⏆

␙␉(##%

0�5Ì1�北үでද出したවԓ形土坑で、ៀฐが1ך⏖　

⑎、ཉさ25Πをཀྵる。出土遺物には中世ţ期の土師

器皿・鍋（34・35）がある。

␙␉(##.

北үでද出した土坑である。調査時のձ平にך⏖　

より、形態はέ明である。出土遺物には16世紀մץ

の土師器鍋（36～38）がある。

␙␉(##0

3�9Ì1�中央でද出したέ整形土坑で、ៀฐが1ך⏖　

⑎、ཉさ20Πをཀྵる。出土遺物には中世Ť�期の土

師器皿（39）がある。

␙␉(##2

中央でද出した土坑で、土坑の東үがձ平さך⏖　

れたたʠៀฐは2�4Ì0�7⑎Г上、ཉさ32Πとᓒえら

れる。出土遺物には中世ţ期の土師器皿、إဈ戸天

目茶椀（40～44）がある。

␙␉(#%%

北үでද出した土坑で、土坑の東үがձ平さך⏖　

れたたʠៀฐは3�0Ì0�7⑎Г上、ཉさ40Πとᓒえら

れる。出土遺物には中世ţ期の土師器皿・鍋、।ྜྷ

ᅋᅅ（45～59）などがある。

␙␉(#%&

北үでද出した土坑で、土坑の東үがձ平さך⏖　

れたたʠៀฐは2�0Ì0�7⑎Г上、ཉさ50Πとᓒえら

れる。出土遺物にはᮾታ椀（60）の小ႅがある。

␙␉(#&%

6Ì�の中央でද出したවԓ形土坑で、ៀฐは2ך⏗　

2�2⑎、ཉさ42Πをཀྵる。出土遺物には࣊৓型６型

式の࣢茶椀（62）がある。

ፀ15ܒǵＳＥ3009遺෯（1740）ܒ

ＳＥ3009

　１．2.5Y4/1 黄灰色シルト層（20～50mm の中礫を５％含む）

　２．2.5Y4/1 黄灰色シルト層（20～50mm の中礫を 50％含む）

　３．5Y2/1 黒色シルト層（100～200mm の大礫を５％含む）

　４．2.5Y4/1 黄灰色シルト層

　５．2.5Y5/1 黄灰色シルト層（粗砂～細礫を多量に含む）

　６．2.5Y6/2 灰黄色極粗砂～細礫層

　７．2.5Y5/1 黄灰色粘土層（100～200mm を多量に含む）

　８．5Y2/1 黒色シルト層（5Y7/2 灰白色シルトブロック５％、５mm の中礫５％含む、

　　　黒ボク土下位）

　９．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト層（2.5Y7/3 浅黄色シルトブロック 25％含む）

　10．2.5Y6/4 にぶい黄色粘土層（地山）

　11．2.5Y6/4 にぶい黄色大礫混じり中礫層（地山）
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ፀ16ܒǵＳＫ3001・3007・3008・3011・3012・3021遺෯（1740）ܒ

ＳＫ3008

　１．2.5Y4/1 黄灰色シルト層（5mm の中礫を５％含む）

　２．2.5Y5/1 黄灰色シルト層（5mm の中礫を 10％含む）

　３．10YR2/3 黒褐色シルト層（Pit 埋土）

ＳＫ3011

　１．2.5Y6/1 黄灰色極細砂層（2.5Y8/3 淡黄色シルトブロック 5％含む）

　２．2.5Y5/1 黄灰色極細砂層

ＳＫ3007

　１．2.5Y4/1 黄灰色シルト層（10～30mm の中礫を 25％含む）

　２．2.5Y3/1 黒褐色シルト層

　３．2.5Y2/1 黒色シルト層（極粗砂を 25％含む、黒ボク土上位）

ＳＫ3012

　１．2.5Y4/1 黄灰色シルト層（5～10mm の中礫を 25％含む）

　２．2.5Y8/4 淡黄色シルト層（2.5Y 黄灰色シルトブロック 25％含む）

ＳＫ3021

　１．2.5Y4/1 黄灰色シルト層

　２．2.5Y3/1 黒褐色シルト層

　　　（2.5Y8/4 淡黄色シルトブロック 10％、５mm の中礫５％含む）

　３．2.5Y2/1 黒色シルト層（2.5Y8/4 淡黄色シルトブロック 10％）

ＳＫ3001

　１．10YR4/１褐灰色シルト層
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Ʃቄఫܴܤ　␙␉(#&#⏃ፀ%0図Ǹ写真図版⏣⏆

北үでද出したέ整වԓ形のもので、␙␉3018ך⏗　

によりձ平される。ៀฐは2�6Ì2�2⑎、ཉさ62Πで

ある。埋土の第⏖ࣝでは、偏平なቄೳ⏗ဣが重なっ

た状態で出土した。これらには֓工ᆜは確認されな

い。土坑ঈ部の埋土となる第⏞ࣝには、15Πዐの大

ኊが土坑中央にかけఫかれた状໥が確認できた。出

土遺物には16世紀մץの土師器皿（61）がある。

ƪɗɹЈ

ਸൔέ౩᧨෯　␙␧(#%#⏃ፀ%2図Ǹ写真図版⏟͹⏣⏆

の南үでද出したԓ形の土坑状遺構でៀฐはך⏖　

3�0Ì2�6⑎、ཉさ78Πをཀྵる。埋土の第３・４ࣝに

は、သႅをيʚない္土が多ᩄにيʚれる。出土遺

物は見られɑ、時期はέ明である。

ᘺɠᦉʛႥ᧨෯

で⏵18・19、⏸17～19にかけてද出した遺構ך⏖　

であるが、調査時のᠡ認により重機でձ平したたʠ、

形態はέ明である。ភధの遺構がࡔ在したこともᓒ

えられる。Ťࣝ上面でϺ֐によるද出を行った᭬に

⏵18～⏸17・18の፴ܑでʚとʚって遺物が出土した。

土師器皿・茶ᩌᙦ、।ྜྷᅋᅅ・壺、ᮾታ椀（63～70）

がある。

៶

（⏖）伊ᚹងҤȋ南伊勢・ਚ௑地域の中世土器ȍȏ三重県

三重県、2008年、⏗إȑᣂష編ᓒر

ፀ17ܒǵＳＫ3020遺෯（1740）ܒ ፀ18ܒǵＳＺ3010遺෯（1760）ܒ

ＳＫ3020

　１．2.5YR4/1 黄褐色シルト層

　２．2.5YR3/1 黒褐色シルト層（2.5Y7/3 浅黄色シルトブロック５％含む）

　３．10YR2/1 黒色シルト層

　　（2.5Y8/4 淡黄色シルトブロック５％含む、50mm の中礫を多く含む）

　４．2.5Y6/4 にぶい黄色シルト層（30～150mm の中・大礫を多く含む）

　５．2.5Y8/4 淡黄色粗砂～細礫層（150mm の大礫を多く含む）

　６．5Y2/1 黒色シルト層（黒ボク土中位）

　７．5Y2/1 黒色シルト層（5Y7/2 灰白色シルトブロック５％、５mm の中礫５％含む、

　　　黒ボク土下位）

　８．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト層（2.5Y7/3 浅黄色シルトブロック 25％含む）

ＳＺ3010

　１．2.5Y3/1 黒褐色シルト層

　２．2.5Y4/1 黄灰色シルト層

　３．7.5YR5/2 灰褐色シルト層（7.5YR7/6 橙色シルトブロック 25％含む）

　４．7.5YR7/6 橙色シルト層（焼土層）

　５．5Y2/1 黒色シルト層

　６．5Y6/2 灰オリーブ色粘土層

　７．5Y2/1 黒色シルト層（黒ボク土中位）

　８．5Y2/1 黒色シルト層（5Y7/2 灰白色シルトブロック５％、５mm の中礫５％含む、

　　　黒ボク土下位）

　９．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト層（2.5Y7/3 浅黄色シルトブロック 25％含む）

　10．2.5Y6/4 にぶい黄色粘土層（地山）
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ፀ２ᝠǵ遺෯Υៈᝠ

井戸・土坑・性格不明遺構

遺構名 地区 グリッド 性格 時期 形状 規模（ｍ） 深さ（㎝） 主な出土遺物 備考

ＳＫ3001 1 Ｂ18 土坑 中世Ⅲ 楕円形 1.5×1.1 29 土師器皿・鍋、陶器甕

ＳＫ3002 1 Ｃ17 土坑 中世Ⅳ 円形 1.9×1.8 15 土師器鍋

3003 欠番

ＳＥ3004 1 Ａ18 井戸 中世Ⅳ 円形 5.0×4.5 288
土師器皿・鍋・羽釜、山茶
椀、常滑産甕、渥美産甕、
古瀬戸口広有耳壺

石組井戸

3005 欠番

ＳＫ3006 1 Ｃ17・18 土坑 中世Ⅳ 不明 3.5×2.0以上 16 土師器鍋

ＳＫ3007 1 Ｄ16 土坑 中世Ⅳ 不整形 1.9×1.3 20 土師器皿・鍋

ＳＫ3008 1
Ｃ15・16、Ｄ15・

16
土坑 中世Ⅲ 不明 2.4×0.7以上 32 土師器皿・鍋、古瀬戸椀

ＳＥ3009 1
Ｇ14・15、Ｈ14・

15
井戸 中世Ⅲ 楕円形 1.7×1.4 （214）

土師器皿、山茶椀、灰釉陶
器壺、青磁

ＳＺ3010 1 Ｆ14 性格不明 不明 円形 3.0×2.6 78 なし
焼土を大量に
含む

ＳＫ3011 1 Ａ18 土坑 中世Ⅲ 不明 3.0×0.7以上 40 土師器皿・鍋・羽釜、青磁
土師器鍋が多
い

ＳＫ3012 1 Ｂ17 土坑 中世Ⅱ 不明 2.0×0.7以上 50 土師器皿、青磁

ＳＫ3013 1 Ｃ16 土坑 中世Ⅳ 円形か 1.3×0.6以上 58 土師器鍋

ＳＫ3014 2 Ｈ11、Ｉ11 土坑
中世Ⅲ
～Ⅳ

不整形 1.8×1.0 31 土師器鍋か

ＳＥ3015 2 Ｈ11・12 井戸 中世Ⅳ 円形か 1.4以上 （100） 土師器鍋 石組井戸

ＳＫ3016 2 Ｋ11 土坑
中世Ⅲ
～Ⅳ

円形 0.8×0.8 31 土師器鍋か

ＳＫ3017 2 Ｋ10 土坑 中世Ⅳ 楕円形 0.8×0.6 31 土師器鍋

ＳＫ3018 2 Ｋ9・10、Ｌ９・10 土坑 中世Ⅳ
不整長方

形
8.3×3.7 36 土師器皿・鍋

ＳＫ3019 2 Ｋ10 土坑
中世Ⅲ
～Ⅳ

楕円形 1.0×0.8 33 土師器鍋か

ＳＫ3020 2
Ｌ10・11、Ｎ10・

11
石敷土坑 中世Ⅳ

不整楕円
形

2.6×2.2 62 土師器皿

ＳＫ3021 2
Ｌ７・８、Ｍ７・

８
土坑 中世Ⅱ 楕円形 2.0×1.8以上 42 土師器鍋、山茶椀

ＳＫ3022 2 Ｎ６ 土坑 不明 円形か 1.5×0.9以上 33 なし

ＳＫ3023 2 Ｎ６、Ｏ６ 風倒木 不明 不整形 4.1以上×3.5 26 なし

ＳＫ3024 2 Ｎ６ 土坑 不明 円形か 1.6×1.3 71 なし

ＳＫ3025 2 Ｐ６ 土坑 中世Ⅲ 楕円形か 0.8×0.6以上 13 山茶椀

ＳＫ3031 2 Ｊ10 土坑 中世Ⅳ 円形 1.1×0.9 20 土師器皿、陶器

ＳＫ3032 2 Ｋ９ 土坑
中世Ⅲ
～Ⅳ

楕円形か 1.2×1.1以上 25 土師器鍋か

掘立柱建物・柱列

遺構名 地区 グリッド 性格 時期
主軸
方位

桁行×梁行
（間）

桁行
（ｍ）

梁行
（ｍ）

主な出土遺物 備考

ＳＢ3028 1
Ｂ16、Ｃ15～17、

Ｄ16・17
掘立柱建物 中世Ⅳ Ｎ26°Ｗ 3×2以上 5.1以上 4.5

泥塔、土師器皿・
鍋

南北棟、側柱
か

ＳＢ3029 2
Ｉ10・11、Ｊ10・
11、Ｋ11・12

掘立柱建物 中世Ⅳ Ｎ22°Ｗ 3×2 5.7 3.6 土師器鍋 南北棟、総柱

ＳＢ3030 3 Ｑ３、Ｒ２・３ 掘立柱建物 中世Ⅳ Ｎ57°Ｅ 3×1以上 6.3 1.8以上 土師器皿
東西棟、側柱
か

ＳＡ3026 1 Ｃ16・17、Ｄ16 柱列 中世Ⅳ Ｎ64°Ｅ 3 5.6 - 土師器皿、陶器

ＳＡ3027 1 Ｃ17、Ｄ16 柱列 中世Ⅳ Ｎ64°Ｅ 3 6.3 - 土師器小片

ＳＡ3033 1 Ｃ15・16、Ｄ15 柱列
中世Ⅳ
か

Ｎ46°Ｅ 3 6.1 -

ＳＡ3034 1 Ｂ16・17、Ｃ16 柱列
中世Ⅳ
か

Ｎ46°Ｅ 3 5.1 -

ś主軸方еはএฌ北を基ྈとし、東西偏៓90ÄГ内で表ኍ。棟方كがέ明なものは、南北方كを主軸とした。ៀฐは柱心ᖼ間でኍす。
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Ť　᧨　႒

（⏖）遺႒ɹෙឹ

　本次調査で出土した遺物は土器、陶ታ器、土ន品、

ቄន品でᐵᩄはコン̘̠ழ፤で15፯、ᐵ重ᩄは26�15Ξ

である。遺物の時期は室町時代のものが中心で、特に

南伊勢Ꮩ土師器がధ多く見られた。Гάに遺構種別Ʌ

とに報告する。

⏃⏗⏆஗ጓ഼ল႒͹b�«Տܤ᧨႒⏃ፀ%4⑯&%図⏆

　⏖～４は␙⏸3028出土遺物である。⏖は⏹16 b�«⏞

出土の泥塔で、偏平泥塔に分類される（⏖）。上ጩ部のΥ

部が๕ாするがほʖ࡭形で、๿ࡔ状໥はᖪ߫である。

ᬏさ8�8Π、幅3�5Π、೎大؄2�0Π、ঈ部中央のවԓ

形のࡐはᬏ幅４Ο、ቁ幅３Ο、ཉさ2�3Πである。

　型により成形した৿に工ԍをᅎいてԃ体を調整し、

္成したものとᓒえられる。泥塔上部の๕ா部ではᎳ

土のᐙȹ目が៎࢘でき、؄さ⏗Οዐの׬еでᎳ土の重

なりが見られる。޺型にភధ܌に分けてᎳ土をӱݿし

て成形したものとᓒえられる。

　正面には宝塔、梵字、Ѕが見られ、これらのܒ像を

立体的に表現している。宝塔のᏳ部にはອ၁、宝ჳ、

ሂᥢ、宝᫒、ᮮᇻ、ጼ、᱔、ᰟ᫸、軸、基ޘが見られ

る（第20ܒ）。宝塔の構ܒでは、宝ჳ、ሂᥢ、ᮮᇻ、ጼ、

᱔、軸、基ޘのՎՍがより৔調されている。Υ方でອ

၁、宝᫒、ᰟ᫸は༓いՎՍで表現するे異が見られる。

　軸にはЅとϠ重光背、ᙯএが確認できる。Ѕのᰄ上

には があり梵字ȋˏȍとᠧʠる。ԃ体の構ܒ、梵字

からЅは多宝如来এ像で、໬᝟の内үにኩࡴ印をᐄん

でいるものとᓒえられる（⏗）。

　ү面・背面・ঈ部は、工ԍ̠̚により器面が平ྜྷに

調整されており、ү面と背面にはహ方كに工ԍの௷ᆜ

が見られる。ʚた、ঈ部ࡐは္成մにዹࡐされており、

内部にはξをৄきାいた᭬の௷ᆜが៎࢘できる。ξࡐ

のାき؜り৿に、ࡐのᑉを工ԍで整えている。

　野添大辻遺跡とؾ型品とᓒえられる泥塔が三重県内

ではϘ࣢市正໬࣢ࢩᗸ跡、伊勢市ፈ៎ࢩなどで確認で

きる。これらの偏平泥塔とのປᥒ、ද២について第Ŧ

ጟでᦚʏることとする。

　⏗～４は␙⏸3028（⏻16 b�«⏗・４）出土の南伊勢

Ꮩ土師器で、皿（⏗・３）はؤ৹12～13Πである。

鍋（４）は小型鍋⏵である。これらは南伊勢中世（Г

ά、ȋ中世ȍとする）Ť�～�期（３）のものである。遺構

の時期は15世紀৿16～ץ世紀մץと見られる。泥塔の

年代についても、ؾ時期のものとᓒえられる。

　⏞・６は␙⏸3029（␈11 b�«⏗）出土遺物で、南伊勢

Ꮩ土師器である。皿（⏞）はؤ৹⏡ΠГάである。鍋

（６）はؤᑉ部小ႅでؤ৹はέ明。いɑれも中世Ť�期

のものであʸう。遺構の時期は16世紀մץと見られる。

　⏡～10はb�«出土遺物である。⏡・⏣は⏹17 b�«⏣

から出土したもの南伊勢Ꮩ土師器である。皿（⏡）は

ᑉ部小ႅである。いɑؤ৹11ΠГά、鍋（⏣）はؤ

れも中世Ť�期のものであʸう。

　⏥は␉10 b�«⏖から出土した南伊勢Ꮩ土師器の鍋であ

る。ؤᑉ部小ႅであるが、中世Ť期のものであʸう。

10は␖３ b�«⏖から出土したဈ戸・ᒭ࿣ᅋ陶器のπ椀で

ある。ᩮᨿが内面ԃ体と޺面ؤᑉ部から体部にかけて

施され、Პدはᮮᔙとなる。ᇎገ第⏞小期であʸう（４）。

（３）ϥକՏܤ遺႒（第&%ܒ）

␙⏽(##*Տܤ᧨႒⏃%%⑯&%⏆　　11～19は南伊勢Ꮩ土

師器である。鍋は小型の鍋⏵（11～13）と中型の鍋⏸

（14～18）がある。皿（19）はؤ৹11ΠГάである。

いɑれも中世Ť�期のものである。21はإဈ戸のؤঃ

೑ᓡ壺で、৿Ť期のものであʸう。๿ࡔするᓡ部は⏖

፝所であるが、４፝所にؖʉものとᓒえられる。޺面

ԃ体にᩮᨿが施され、ঈ部はᮮᔙとなる。なお、ؤᑉ

～ᔌ部ႅは⏹17 b�«⏣で出土したもので、␙⏽3004出土

の体部ႅとஞغできた。20は࣢茶椀で、ཤᒭ型⏞型式

のもので、ཌྷԂ品とᓒえられる（⏞）。遺構の時期は16世

紀մץとᓒえられる。

␙⏽(##4Տܤ᧨႒⏃&&⑯&,⏆　　22は南伊勢Ꮩ土師器

皿である。ؤᑉ13ΠГάで中世ţ�期であʸう。23は

࣢茶椀で、ཤᒭ型⏞型式である。24はᮾታ椀である。

施ᨿは内面ԃ体と޺面体部にされ、Პدはᮮᔙである。

Პدはձ出である。内面ঈ部には᭖խᗳᖽ文が見られ

る。25はဒᨿ陶器のঃؤ壺である。ᰇ基部には⏖ٞ

するዺय़が施される。࣊৓型３～４型式と見られるこ

とから、ཌྷԂ品とᓒえられる。Г上から遺構の時期は

14世紀৿ץとᓒえられる。
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ፀ19ܒǵ遺物ࡸཀྵ（171）１ܒ

ፀ20ܒǵ໵عݷ部ؿዌܒ

宝珠
水煙か

相輪

露盤

笠

首

軸

基壇か

宝鎖

風鐸

梵字

多宝如来坐像

蓮座
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␙⏽(#%,Տܤ᧨႒⏃&.⑯((⏆　　26～33は南伊勢Ꮩ土

師器の鍋である。26～28が小型の鍋⏵、29が鍋⏹、30

～33が中型の鍋⏸である。いɑれも中世Ť�期のもので

ある。遺構の時期は16世紀մץとᓒえられる。

（ܒ&&第）遺႒ܤՏܴܤ（⏜）

␙␉(##%Տܤ᧨႒⏃(*͹(,⏆　　34・35は南伊勢Ꮩ土

師器である。皿（34）はؤ৹12Πである。鍋（35）

はؤᑉ部ႅ。いɑれも中世ţ期とᓒえられる。遺構の

時期は14世紀৿15～ץ世紀մץと見られる。

␙␉(##.Տܤ᧨႒⏃(.⑯(2⏆　　南伊勢Ꮩ土師器の鍋

であり、中世Ť�期のものである。遺構の時期は15世

紀৿ץとᓒえられる。

␙␉(##0Տܤ᧨႒⏃(4⏆　　南伊勢Ꮩ土師器皿で、ؤ

৹は⏥Πであることから、中世Ť�期のものと見られ

る。遺構の時期は15世紀৿ץとᓒえられる。

␙␉(##2Տܤ᧨႒⏃*#⑯**⏆　　40～43は南伊勢Ꮩ土

師器皿である。40・41はؤ৹⏡～⏣Π、42・43はؤ৹

10Πዐである。中世ţ�期のものである。44はإဈ戸

椀であり、৿ţ期であʸう。ᩮᨿが内面ԃ体と޺面体

部にかけて施ᨿされ、Პدはᮮᔙとなる。遺構の時期

は、15世紀մץとᓒえられる。

␙␉(#%%Տܤ᧨႒⏃*,⑯,4⏆　　45～57は南伊勢Ꮩ土

師器である。皿（45～48）はؤ৹６～⏣Π、皿（49～

56）はؤ৹10～13Πዐである。鍋（57）は中型の鍋⏸

である。これらは中世ţ�～�期のものであʸう。59は

̍͑ー̜នのቄ൒でཌྷԂ品である。遺構の時期は14世

紀৿15～ץ世紀մץとᓒえられる。

␙␉(#%&Տܤ᧨႒⏃.#⏆　　ᮾታ椀で、޺内面に施ᨿ

され、޺面には᫗ᙯষ文が見られる。13世紀৿14～ץ

世紀մץのものか。

␙␉(#&#Տܤ᧨႒⏃.%⏆　　南伊勢Ꮩ土師器の皿で、

。6Πであることから中世Ť�期と見られる�৹は6ؤ

遺構の時期は16世紀մץとᓒえられる。

␙␉(#&%Տܤ᧨႒⏃.&⏆　　࣢茶椀で、࣊৓型６型式

のものと見られる。

（⏞）ᘺɠᦉʛႥ遺෯Տܤ遺႒（第&&ܒ）

18の፴ܑでʚとʚって出土したも・17⏸～18⏵ך⏖　

のを報告する。63～66は南伊勢Ꮩ土師器である。皿

は63・64が中世Ť�期、65が中世ţ�期のものであʸ

う。65は茶ᩌのᙦである。平面形はԓ形を٘すると見

られ、中央には偏平な଴ଝがЊく。଴ଝは̲͘ˠ˵˛

により成形し、ᢺりЊけたものである。

　67はᮾታ椀で、޺内面に施ᨿされる。޺面には᫗ᙯ

ষ文が見られる。13世紀৿14～ץ世紀մץのものか。

　68～70は।ྜྷᅋ陶器である。68は壺の体部ႅと見ら

れる。̼͞状工ԍによる線խがあるものの、ᠧʛ؜る

ことができない。⏗つГ上の文字ʚたは記号が記され

ていると見られる。69・70はᅅである。69は６型式期、

70は⏥～10型式期と見られる（６）。

（ܒ&&第）遺႒ܤՏܤ͹ᝠࣝي׃（⏟）

　71～76は南伊勢Ꮩ土師器である。鍋は71・72が中世

Ť�期、73が中世ţ�期とᓒえられる。74・75はᒽᩌで

ある。76は茶ᩌとᓒえられる。77はᮾታ椀で、޺内面

に施ᨿされ、޺面には᫗ᙯষ文が見られる。13世紀৿

面はᮮᔙ޺、のものか。78は陶器椀でץ14世紀մ～ץ

で、体部からᲞدʚでͦ˪ͦ˭ズリである。内面には

ᶅᨿが施される。79は࣢茶椀で、࣊৓型６型式と見ら

れる。

៶

（⏖）泥塔の分類は、ᅣ　大Ђລの቉ድ成ഗに基ɧき報告す

る。なお、泥塔の分類について伊ᚹχےລの቉ድでは野添

大辻遺跡とؾ型の泥塔をȋ舟形光背偏平宝塔型泥塔ȍと٧

ዌしている。これらの分類については第Ŧጟでද២する。

ᅣ　大Ђȋ偏平形泥塔についてȍȏ࣢ൾ県ᓒ࡝إᠶ文集ȑŢ、

࣢ൾ県ᓒת࡝إ会10ٞ年記ਥᠶ文集編集ڊࠇ会、1989年

伊ᚹχےȋȋ泥塔ȍ小ᓒȍȏళ宮๴׭ر物᱅቉ድ紀要ȑϠ、ళ

宮๴׭ر物᱅、1993年

（⏗）泥塔の構ܒについては、伊ᚹងҤລ、Ⴗ川ሎΥລθ名

よりɅఠኍいただいた。

（３）南伊勢Ꮩ土師器の編年はά記の቉ድに基ɧく。

伊ᚹងҤȋ南伊勢・ਚ௑地域の中世土器ȍȏ三重県رȑᣂష

編ᓒإ⏗、三重県、2008年

（４）ဈ戸ᒭ࿣ᅋ陶器の編年はά記の቉ድに基ɧく。

ᚹ࿚ᖪንȏ愛知県ر別編　ገ業ȑ⏗、愛知県、2007年

（⏞）ဒᨿ陶器、࣢茶椀の編年はά記の቉ድに基ɧく。

ᚹ࿚ᖪንȋ࣢茶ቨの型式編年ȍȏဈ戸市๴ر຦ѯᣂష᱅቉ድ

紀要ȑš、ဈ戸市๴ر຦ѯᣂష᱅、1982年

ᚹ࿚ᖪንȏ愛知県ر別編　ገ業ȑ⏗、愛知県、2007年

（６）।ྜྷᅋ陶器の編年はά記の቉ድに基ɧく。

中野ಘχȏ愛知県ر別編　ገ業ȑ３、愛知県、2012年
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ፀ21ܒǵ遺物ࡸཀྵ（174）２ܒ
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ፀ22ܒǵ遺物ࡸཀྵ３ܒ（174Ǹ59ɻ172）
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ⴠ䛱㎸䜏䠄㻢㻟䡚㻣㻜䠅䠈⾲ᅵ䞉ໟྵᒙ䠄㻣㻝䡚㻣㻥䠅
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ፀ３ᝠǵ遺物៎࢘ᝠ
土製品

ＮＯ
実測

番号
種　類 器種 地区 グリッド

遺構・

層位

計測値（㎝） 重量

(g)
残存度 器面調整 胎　土 焼成 色　調 備　考

長さ 幅 厚さ 穿孔幅

1 1-1 土製品 泥塔 1 C16 Pit5 8.7 3.5 2.0 0.5 50.7 完形 工具ﾅﾃﾞ 密 良
にぶい黄褐

10YR7/3

偏平舟形光背宝塔型泥塔

焼成は土師質

土器・陶磁器　１

ＮＯ
実測

番号

種　類

（産地）
器種 地区 グリッド

遺構・

層位

計測値（㎝） 部位・

残存度
器面調整 胎　土 焼成 色　調 備　考

口径 底径 器高

2 14-3 土師器 皿 1 D16 Pit2 9.0 1.5 3/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ

（内）ﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/4

3 14-5 土師器 皿 1 D16 Pit4 10.4 1.5 3/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

4 14-4 土師器 鍋 1 D16 Pit4 21.5 2/12
（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/4 外面煤付着

5 14-6 土師器 皿 2 J11 Pit2 6.8 1.8 4/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ
密 にぶい橙7.5YR7/4

6 14-7 土師器 鍋 2 J11 Pit2
口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR6/3 外面煤付着

7 14-1 土師器 皿 1 C17 Pit8 10.8 1.5 4/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/3

8 14-2 土師器 鍋 1 C17 Pit8
口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR6/3 外面煤付着

9 14-8 土師器 鍋 2 K10 Pit1
口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

10 14-9
陶器

（瀬戸・美濃）
丸椀 3 Q3 Pit1 10.0 4.4 6.3 7/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,ﾛｸﾛｹｽﾞﾘ

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密

素地:黄灰10YR7/1

鉄釉:褐7.5YR4/3

削出高台

底部は露胎

11 3-3 土師器 鍋 1 A18 SE3004 19.0 2/12
（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄褐10YR7/4

12 4-3 土師器 鍋 1 A18 SE3004 21.4
口縁部

3/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR6/3 外面煤付着

13 3-1 土師器 鍋 1 A18 SE3004 23.2 7.8
口縁部

4/12

（外）ｹｽﾞﾘ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰黄褐10YR4/2 外面煤付着

14 2-2 土師器 鍋 1 A18 SE3004 24.0 4/12
（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰褐7.5YR4/2 外面煤付着

15 4-4 土師器 鍋 1 A18 SE3004 27.4
口縁部

2/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR5/3 外面煤付着

16 4-2 土師器 鍋 1 A18 SE3004 29.2
口縁部

2/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 褐灰10YR4/1

17 4-1 土師器 鍋 1 A18 SE3004 31.0
口縁部

4/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 褐灰10YR4/1 外面煤付着

18 2-1 土師器 鍋 1 A18 SE3004 31.0 3/12
（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰黄褐10YR5/2 外面煤付着

19 3-2 土師器 皿 1 A18 SE3004 10.8 2/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

20 3-4 山茶椀 椀 1 A18 SE3004 7.6
底部

6/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ，貼付ﾅﾃﾞ，糸切痕

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密 良 にぶい黄橙10YR7/3 貼付高台

21 1-2
陶器

（古瀬戸）

口広

有耳壺
1

A18

C17

SE3004

Pit8
10.0 9.9 16.4

底部

10/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ，糸切痕，施釉

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾛｸﾛﾅﾃﾞ，施釉
密 良

素地:黄灰2.5Y7/2

釉:にぶい黄褐10YR4/3

底部 SE3004

口縁部 C17Pit8

22 8-3 土師器 皿 1
G14・

15
SE3009 12.8 2.2

口縁部

2/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

23 8-2 山茶椀 椀 1
G14・

15
SE3009 7.2

底部

4/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ，貼付ﾅﾃﾞ，糸切痕

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密 良 黄灰2.5Y6/1 貼付高台

24 8-6 青磁 椀 1
H14・

15
SE3009 5.8

底部

6/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,施釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,印刻草花文,施釉
密 良

素地:灰白5Y7/1

釉:明オリーブ10GY5/2

削出高台,

高台内面露胎

25 8-1 灰釉陶器 長頸壺 1
H14・

15
SE3009

頸部

3/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,灰釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,灰釉
密 良

素地:灰白5Y8/1

釉:明オリーブ2.5GY7/1

26 5-4 土師器 鍋 2 H11 SE3015 20.2
口縁部

2/12

（外）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/4 外面煤付着

27 5-2 土師器 鍋 2 H11 SE3015 21.2
口縁部

3/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ｹｽﾞﾘ,工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 橙7.5YR7/6 外面煤付着

28 5-1 土師器 鍋 2 H11 SE3015 22.2
口縁部

7/12

（外）ｹｽﾞﾘ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ｹｽﾞﾘ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR5/3 外面煤付着

29 6-2 土師器 鍋 2 H11 SE3015 23.5
口縁部

3/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/4 外面煤付着

30 5-3 土師器 鍋 2 H11 SE3015 30.2
口縁部

1/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙7.5YR7/3 外内面煤付着

31 6-1 土師器 鍋 2 H11 SE3015 32.1
口縁部

１/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 明黄褐2.5Y7/6

32 6-4 土師器 鍋 2 H11 SE3015 33.6
口縁部

小片

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3 外面煤付着

33 6-3 土師器 鍋 2 H11 SE3015 38.6
口縁部

1/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3 外面煤付着

34 8-4 土師器 皿 1 B18 SK3001 12.3
口縁部

2/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

35 8-5 土師器 鍋 1 B18 SK3001
口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

36 7-2 土師器 鍋 1 C17 SK3006 31.2
口縁部

2/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR6/4 外面煤付着

37 7-1 土師器 鍋 1 C17 SK3006 34.8
口縁部

3/12

（外）ﾊｹ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/4

38 7-3 土師器 鍋 1 C17 SK3006 35.8
口縁部

2/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/4 外面煤付着

39 12-1 土師器 皿 1 D17 SK3007 9.0 2.7 7/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

40 9-4 土師器 皿 1
C15・

16
SK3008 7.4 1.2 6/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ
やや密 灰黄褐10YR5/2
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土器・陶磁器　２

ＮＯ
実測

番号

種　類

（産地）
器　種 地区 グリッド

遺構・

層位

計測値（㎝） 部位・

残存度
器面調整 胎　土 焼成 色　調 備　考

口径 底径 器高

41 9-3 土師器 皿 1
C15・

16
SK3008 8.0 0.7 3/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ
やや密 橙5YR6/6

42 9-5 土師器 皿 1
C15・

16
SK3008 10.2 3/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白2.5Y8/2

43 9-2 土師器 皿 1 C15 SK3008 10.7 2.8 完形
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
やや密 浅黄橙10YR8/3

44 9-1
陶器

（古瀬戸）

天目

茶椀
1

C15・

16
SK3008 4.6

底部

11/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,ﾛｸﾛｹｽﾞﾘ,鉄釉,錆釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,鉄釉
密 良

素地:黄灰2.5Y6/1
鉄釉:黒10YR2/1

錆釉：暗赤灰10R4/1
削出高台

45 10-3 土師器 皿 1 A18 SK3011 6.2 0.9 1/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/3

46 10-5 土師器 皿 1 A18 SK3011 6.2 1.0 4/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

47 10-6 土師器 皿 1 A18 SK3011 7.2 0.8 3/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ
密 灰白2.5Y8/2

48 10-2 土師器 皿 1 A18 SK3011 7.9 0.7 11/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/3

49 10-7 土師器 皿 1 A18 SK3011 10.0 2/12
（外）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

50 10-1 土師器 皿 1 A18 SK3011 11.0 1.8 2/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
やや密 浅黄橙10YR8/3

51 9-6 土師器 皿 1 A18 SK3011 11.4 2.5 4/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白2.5Y8/2

52 9-8 土師器 皿 1 A18 SK3011 12.2 2/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/3

53 9-7 土師器 皿 1 A18 SK3011 12.3 2.1 2/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

54 11-3 土師器 皿 1 A18 SK3011 12.4 2.5 7/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/3

55 10-8 土師器 皿 1 A18 SK3011 12.4 3/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

56 10-4 土師器 皿 1 A18 SK3011 13.2 2/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰黄2.5Y7/2

57 11-1 土師器 鍋 1 A18 SK3011 28.2
口縁部

2/12

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
やや密 にぶい橙7.5YR7/3 外面煤付着

58 11-2
陶器

（常滑）
甕 1 A18 SK3011 16.2

底部

3/12

（外）ﾅﾃﾞ,工具ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
やや粗 灰褐7.5YR4/2

60 12-4 青磁 椀 1 B17 SK3012
口縁部

小片

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,鎬蓮弁文,施釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,施釉
密 良

素地:黄褐10YR5/2

釉:オリーブ灰2.5GY6/1

61 12-2 土師器 皿 2
L10・11

M10・11
SK3020 6.6 1.5 6/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ
密 にぶい黄橙10YR7/3

62 12-3 山茶椀 椀 2 M7・8 SK3021 13.4
口縁部

2/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密 良 灰白2.5Y7/1

63 13-6 土師器 皿 1 B18 落込み 7.8 1.4 3/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ

（内）ﾅﾃﾞ
密 橙7.5YR7/6

64 13-7 土師器 皿 1 B17 落込み 10.4 1.9 5/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

65 13-4 土師器 皿 1 B18 落込み 11.0 2.8 5/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

66 13-5 土師器 蓋 1 B17 落込み
体部

小片

（外）ﾅﾃﾞ,貼付ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ

（内）ﾅﾃﾞ
密 にぶい橙7.5YR7/4 底部煤付着

67 12-5 青磁 椀 1 B18 落込み 13.9
口縁部

2/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,鎬蓮弁文,施釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,施釉
密 良

素地:灰5Y5/1

釉:オリーブ灰2.5GY6/1

68 13-3
陶器

（常滑）
壺 1 A18 落込み

体部

小片

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,線刻

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密 良 暗赤褐5YR3/3

69 13-1
陶器

（常滑）
甕 1 A18 落込み 38.6

口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 良 灰褐5YR4/2

70 13-2
陶器

（常滑）
甕 1 A18 落込み

口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 良 灰5Y6/1

71 15-4 土師器 鍋 2 K10 包含層 20.8
口縁部

2/12

（外）ｹｽﾞﾘ?,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ｹｽﾞﾘ,工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/4 外面煤付着

72 16-4 土師器 鍋 2 表土 21.0
口縁部

3/12

（外）ｹｽﾞﾘ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ｹｽﾞﾘ,工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3 外面煤付着

73 15-1 土師器 鍋 1 A18 包含層 22.9 1/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3 外面煤付着

74 15-5 土師器 羽釜 3 S3 包含層 24.6
口縁部

1/12

（外）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3 外面煤付着

75 15-2 土師器 羽釜 1 E15 包含層
体部

小片

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ｺﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

76 16-1 土師器 茶釜 1 表土 14.8
口縁部

1/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい橙7.5YR7/4 外面煤付着

77 16-3 青磁 椀 1 表土
口縁部

小片

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,鎬蓮弁文,施釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,施釉
密 良

素地:灰白5Y7/1

釉:オリーブ灰5GY6/1

78 15-3 陶器 椀 2 K10 包含層 4.6
底部

6/12

（外）ﾛｸﾛｹｽﾞﾘ,黄釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,黄釉
密 良

素地:灰白2.5Y8/2

黄釉:にぶい黄2.5Y6/4

79 16-2 山茶椀 椀 1 表土 15.2
口縁部

2/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密 良 灰白N8/0

石器

ＮＯ
実測

番号
器　種 地区 グリッド

遺構・

層位

計測値（㎝） 重量

(g)
石材 備　考

長 幅 厚さ

59 11-4 石核 1 A18 SK3011 2.1 1.9 1.7 11.4 ﾁｬｰﾄ
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ť　ᕶးዀ࡝Օഓ

⏖　ՕഓɹԒࢅɭᐄഗ

（⏖）Օഓɹࢪᢒɭ౅໬

　第⏖次調査で確認されたᑊ文౛期遺構に関する年

代・إᄩޅの̚ータを収集し、野添大辻遺跡におけ

る中世遺構面のᶌ̓˪土の形成過ዐに関するᣂషを

਄ることを目的とする。

　調査ではᶌ̓˪土がປᥒ的؄く、ᖪ߫な状態で遺

、άࣝにおいて̶̘͞分ഓך⏖していた第３次調査ࡔ

ჶᛀ分ഓ、̺͞ン̜・ˠ̮ー͡分ഓを実施し、࡭ృ

世Гᭇのඨᅊʦᶌ̓˪土の成因に̚ータを਄た。᠅

షの஛؜は、ᶌ̓˪土とɗのάࣝをࢪᢒとした（第

分ഓをޚなお、ȏ第⏗次報告ȑにおいても土。（ܒ⏣

実施しており、本報告ではこれとࢪਝしたࣝで分ഓ

᠅షを਄ている。

（⏗）Օഓᐄഗɹෙឹ

　̶̘͞分ഓでは第⏗調査とؾ෵にᶌ̓˪土ࣝから

Ჿᅠˏˡ̶͓̘́͞（X�D�）ᣱ྇のတ࣢ˤ͞˽とؾ

。されたࡴ

　分ഓのᐄഗ、段丘上のᄩޅにे異があることが஠

࢘された。第⏗次調査ךのᣂష஛؜地は埋໗したጆ

地ʦᢆ地形であることから、ჶᛀ分ഓではʦʦྂ࿅

な᭜域ᄩޅがኍされ、第３次調査ךではປᥒ的ϗい

たᄩޅであったと஠ࡴされた。̺͞ン̜・ˠ̮ー͡

分ഓでは第⏗次調査ךでは͜シࣚがᅊᔒできるよう

なྂ࿅なݭ所がࡔ在したが、第３次調査ךでは˗シ

˪˵౏がᅊᔒするようなᗳ原的なᄩޅがঃがると஠

。されたࡴ

⏗　̶̘͞Օഓ

 株式会社̮ͤˠ・̓͞　ᚹ൓　χ　

（⏖）ɻɍʠɴ

　野添大辻遺跡（第３次調査）は、度会郡大紀町野

添地内の宮川右岸のฌᲞᏝ65⑎のد地上に立地する

ᑊ文時代と中世の集落跡である。ここでは、野添大

辻遺跡（第３次調査）の基本土ࣝݡ積物について、

ྂ式ᎀ分けを行い、重᩿物およʃᥐ᩿物ᏼ成、တ࣢

ˤ͞˽の଼࣐რཀྵࡴを行い、̶̘͞のࡴؾを行った。

なお、ؾΥ᠅షについて、ჶᛀ分ഓと̺͞ン̜・ˠ

̮ー͡分ഓを行っている（ع分ഓをؒ၇）。

（⏗）᠅షɭ౅໬

　分ഓ᠅షは、野添大辻遺跡（第３次調査）で஛؜

されたݡ積物⏞᠅షである（第４表）。

。షは、Гάの方໬でՃჿした᠅̶̘͞ع　

（⏖）ᕶးϗၥ状態で11�～13�ዐ度を዇ᩄした৿、⏖

ü（0�500Ο）、⏗ü（0�250Ο）、３ü（0�125Ο）と

４ü（0�063Ο）の４ഖのᎀを重ɷ、ྂ式ふるい分け

をした。（⏗）４üᎀ๿རについて、重༰（̸̘̜͞

ͦ͐˛タン、ປ重2�96）をᅎいて重᩿物とᥐ᩿物に

分ᮐした。（３）ᥐ᩿物は、ᎎ౫̺̮ͤ͞ー̜をсន

し、ᥐ᩿物ᏼ成とတ࣢ˤ͞˽の形態分類を行った。

တ࣢ˤ͞˽の形態は、町ᅒ・ృ井（2003）の分類基ྈ

にਃい、̫ ̸͡型平഍状（�1）、̫ ̸͡型␥字状（�2）、

ᥐቄ型ᑥᐣ状（£1）、ᥐቄ型˽ͅン˻状（£2）、ਸ਼Գ

ቑቊ型̶ͤー˪状（�1）、ਸ਼Գቑቊ型ݳ状（�2）に分

類した。（４）重᩿物は、ࢬԂջˡ̠̫̋͡˵͌をᅎ

いて̺̮ͤ͞ー̜をсនし、׬హᥞቄ（H£²）、హ方

ᥞቄ（`£²）、៓ᬒቄ（S ）、˻͡コン（w�）、ታᩮ᩿

（\��）をࡴؾ・៟ధした。（⏞）４üᎀ๿རのတ࣢ˤ

͞˽は、ด࣢ほか（1986）にਃってཧ度޴化型଼࣐

რཀྵࡴខᒞをᅎいて଼࣐რཀྵࡴを行った。

（３）ᐄഗɭᓒ࢘

　Гάに、ع᠅షのྂ式ᎀ分けᐄഗ、ᥐ᩿物ᏼ成、

重᩿物ᏼ成、တ࣢ˤ͞˽の଼࣐რཀྵࡴᐄഗをኍす。

␩Օഓ_ �⏖⏃⏟ࣝ⏆␭

5u2!1ᶌᖬシ̜͡である。ྂ式ᎀ分�積物は、2ݡ　

けを行ったᐄഗ、４üᎀ๿རが೎も多い（第⏞表）。

ፀ４ᝠǵՕഓ᠅షɭɗの႕ਐ
分析No. 地点 層位 時期 特徴 備考

1

１区

６層 上面が中世遺構検出面 黒色（2.5Y2/1）シルト（極粗砂含む）

テフラ分析、珪藻分析、
プラント・オパール分析

2 ７層 K-Aｈ降灰層準 黒色（5Y2/1）シルト
3 ８層 - 黒色（5Y2/1）シルト(灰白色シルトブロック、中礫５％含む)
4 ９層 縄文時代早期 暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト
5 10層 - にぶい黄色（2.5Y6/4）粘土、粘性高い
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ᥐ᩿物は、တ࣢ˤ͞˽をປᥒ的多くيʛ、ᥐ᩿物ԃ

体にࢪしてᏝ28�9⎾である。တ࣢ˤ͞˽は、̸̫͡

型平഍状ˤ͞˽（�1）ʦ̸̫͡型␥字状ˤ͞˽（�2）

が多い。ᥐቄ型˽ͅン˻状ˤ͞˽（£2）ʦਸ਼Գቑቊ

型ݳ状（�2）がيʚれていた。なお、ཁរᖬˤ͞˽

がيʚれていた。重᩿物では、ታᩮ᩿（\��）、៓ᬒ

ቄ（S ）、హ方ᥞቄ（`£²）が多く、׬హᥞቄ（H£²）

をيʞ（第６表、第23ܒ）。なお、έ明（`£¥）には、

သ化物ႅが多くيʚれていた。

　တ࣢ˤ͞˽の଼࣐რཀྵࡴでは、፴ܑ（§����）が

1�5067�1�5113の፴ܑをኍし、平ܯғが1�5086であ

った（第24ܒ）。これらတ࣢ˤ͞˽は、Ჿᅠˏˡ́

̶͓̘͞（X�D�）ᣱ྇のတ࣢ˤ͞˽とᓒえられる。

␩Օഓ_ �⏗⏃⏡ࣝ⏆␭

積物は、5u2!1ᶌᖬシ̜͡である。ྂ式ᎀ分けݡ　

を行ったᐄഗ、⏖üᎀ๿རが೎も多い（第⏞表）。

　ᥐ᩿物は、ᬏቄ類ʦέ明Ꮀࡎが多く、တ࣢ˤ͞˽

を11�8⎾يʞ。တ࣢ˤ͞˽は、̸̫͡型平഍状ˤ͞

˽（�1）ʦ̸̫͡型␥字状ˤ͞˽（�2）あるいはᥐ

ቄ型ᑥᐣ状ˤ͞˽（£2）をيʞ。なお、ཁរᖬˤ͞

˽がيʚれていた。重᩿物では、៓ᬒቄ（S ）ʦέ

明（`£¥）あるいはታᩮ᩿（\��）が多く、హ方ᥞቄ

（`£²）ʦ׬హᥞቄ（H£²）をيʞ（第６表、第23ܒ）。

なお、έ明（`£¥）には、ႅ࣬類などの࣬ቄႅが多

くيʚれていた。

　တ࣢ˤ͞˽の଼࣐რཀྵࡴでは、፴ܑ（§����）が

1�5064�1�5107の፴ܑをኍし、平ܯғが1�5085であ

った（第24ܒ）。これらတ࣢ˤ͞˽は、Ჿᅠˏˡ́

̶͓̘͞（X�D�）ᣱ྇のတ࣢ˤ͞˽とᓒえられる。

␩Օഓ_ �⏙⏃⏣ࣝ⏆␭

である。ྂ式ᎀޚ積物は、5u2!1ᶌᖬシ̜͡土ݡ　

分けを行ったᐄഗ、⏖üᎀ๿རが೎も多い（第⏞表）。

　ᥐ᩿物は、ᬏቄ類ʦέ明Ꮀࡎが多く、တ࣢ˤ͞˽

を3�2⎾يʞ。တ࣢ˤ͞˽は、̸̫͡型平഍状ˤ͞˽

（�1）ʦ̸̫͡型␥字状ˤ͞˽（�2）をӅかにيʞ。

なお、ཁរᖬˤ͞˽がيʚれていた。重᩿物では、

៓ᬒቄ（S ）がᯃ।に多く、έ明（`£¥）も多く、ታ

ᩮ᩿（\��）ʦహ方ᥞቄ（`£²）をيʞ（第６表、第

なお、έ明（`£¥）には、ႅ࣬類などの࣬ቄ。（ܒ23

ႅが多くيʚれていた。

　တ࣢ˤ͞˽の଼࣐რཀྵࡴでは、፴ܑ（§����）が

1�5070�1�5109の፴ܑをኍし、平ܯғが1�5088であ

った（第24ܒ）。これらတ࣢ˤ͞˽は、Ჿᅠˏˡ́

̶͓̘͞（X�D�）ᣱ྇のတ࣢ˤ͞˽とᓒえられる。

␩Օഓ_ �⏜⏃⏥ࣝ⏆␭

5u5!2ತဒᶅᖬシ̜͡である。ྂ式�積物は、2ݡ　

ᎀ分けを行ったᐄഗ、⏖üᎀ๿རが೎も多い（第⏞

表）。

　ᥐ᩿物は、ᬏቄ類ʦέ明Ꮀࡎが多く、ቄᗔ（d¬）

も多く、တ࣢ˤ͞˽をӅかにيʞ。တ࣢ˤ͞˽は、

̸̫͡型平഍状ˤ͞˽（�1）ʦ̸̫͡型␥字状ˤ͞

˽（�2）がӅかにيʚれていた。重᩿物では、៓ᬒ

ቄ（S ）がᯃ।に多く、έ明（`£¥）ʦታᩮ᩿（\��）

をيʞ（第６表、第23ܒ）。なお、έ明（`£¥）には、

ႅ࣬類などの࣬ቄႅが多くيʚれていた（第６表、

第23ܒ）。

␩Օഓ_ �⏞⏃%#ࣝ⏆␭

5u6!4にʉいᶅᖬᎳ土である。ྂ式�積物は、2ݡ　

ᎀ分けを行ったᐄഗ、⏖üᎀ๿རが೎も多い（第⏞

表）。

ፀ⏞ᝠǵ̶̘͞᠅షのྂিᎀՕȿ・ᩂ༰Օᮐのᐄഗ

ፀ⏟ᝠǵ４üᎀ๿རμの᩿物組ଁ

分析No.
処理湿潤
重量（g）

砂粒分の粒度組成（重量g） 重液分離(g)
1φ 2φ 3φ 4φ >4φ 軽鉱物 重鉱物

1 11.34 0.109 0.049 0.099 0.139 0.395 0.123 0.010 
2 11.06 0.293 0.066 0.124 0.248 0.731 0.166 0.014 
3 11.49 0.691 0.080 0.154 0.297 1.222 0.164 0.013 
4 11.50 0.972 0.136 0.107 0.193 1.408 0.129 0.026 
5 13.27 1.329 0.242 0.169 0.272 2.011 0.163 0.036 

分類群

分析№

石英

(Qu)

長石

(Pl)

不明

(Opq)

バブル（泡）型 軽石型 急冷破砕型

ガラス

合計

軽鉱物

の合計

重鉱物

の合計平板状

(b1)

Y字状

(b2)

繊維状

(p1)

スポンジ

状

(p2)

フレーク

状

(c1)

塊状

(c2)

斜方輝

石

(Opx)

単斜輝

石

(Cpx)

角閃石

(Ho)

ジルコン

(Zi)

磁鉄鉱

(Mg)

不明

(Opq)

1 3 82 70 33 27 2 1 63 218 50 19 53 70 22 214 

2 6 122 52 12 9 3 24 204 8 4 97 31 67 207 

3 17 135 61 5 2 7 220 1 140 12 60 213 

4 34 94 77 1 1 2 207 181 10 21 212 

5 45 81 83 1 1 2 211 1 180 1 9 19 210 
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　ᥐ᩿物は、ᬏቄ類ʦέ明Ꮀࡎが多く、ቄᗔ（d¬）

も多く、တ࣢ˤ͞˽をӅかにيʞ。တ࣢ˤ͞˽は、

̸̫͡型平഍状ˤ͞˽（�1）ʦਸ਼Գቑቊ型̶ͤー˪

状（�1）がӅかにيʚれていた。重᩿物では、៓ᬒ

ቄ（S ）がᯃ।に多く、έ明（`£¥）ʦታᩮ᩿（\��）

がيʚれ、హ方ᥞቄ（`£²）ʦ˻͡コン（w�）をӅ

かにيʞ（第６表、第23ܒ）。なお、έ明（`£¥）に

は、ႅ࣬類などの࣬ቄႅが多くيʚれていた（第６

表、第23ܒ）。Гάに、町ᅒ・ృ井（2003）にʚと

ʠられているࠐᖪT�̶̘͞（DT）の特ਐについて

記ᦚする。

ȓᲿᅠˏˡ̶͓̘́͞⏃X�D�⏆Ȗ

　Ჿᅠˏˡ̶͓̘́͞は、南ϑिᲿᅠˡ̚͡͞から

Ꮭ7�300年մに۰出したᭇάᥐቄ、တቊ༑ݡ積物と

ɗのᭇάတ࣢ဒをさす。この̶̘͞は、ᥞቄ̚˓˵

˓̜ᣒのˤ͞˽ᣒ̶̘͞で、部ࣝにより大ेなくほ

ʖܯᣒである。̸̫͡型の多いတ࣢ˤ͞˽は、ࠐᖪ

T�̶̘͞（DT）のɗれにປʏると、ᚚଝでཁរᖬを

य़ʃるものがあり、଼࣐რもかなりᲞく、ঃいͤン

˻をもつ（�=1�508�1�516）。もっとも、࡭ԃにはອ

和していないˤ͞˽のᐙ目などˤ͞˽の؄い部分の

଼࣐რはжく、1�500մ৿のʚでもある。南ϑिで

は多ధの遺跡でX�D�の上άからᑊ文土器が発見さ

れ（ృ東1978）、ʚた中ϑिの熊本県ʦ大分県でも

文化ࣝとの関ѥが៎࢘されつつある。ɗれによる

と、X�D�の上еとάеのတ࣢ဒ土から出土する土器

は、型式を異にするようである。άеから出土する

土器はݼのኜ、ػᅒ、մ平、ቄܮなどのᡉ型式の土

器で、上еから出土するもののうち、೎もإい土器

はᥴ式およʃೌᅣ式である。ృ東（1978）はմ者の

ፀ23ܒǵ᠅షμのيቆრǸᎰ঎組ଁǸ᩿物組ଁǸတ࣢ˤ͞˽の০઴

ፀ24ܒǵတ࣢ˤ͞˽の଼࣐რཀྵࡴᐄഗ
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ፀ25ܒǵݡዩ物μの４üᎀ๿རμのᥐ᩿物Ȳʭʃတ࣢ˤ͞˽ɭᩂ᩿物

１.軽鉱物（分析 No.1）　２.軽鉱物（分析 No.2）　３.軽鉱物（分析 No.3）　４.軽鉱物（分析 No.4）

５.軽鉱物（分析 No.5）６.バブル（泡）型平板状ガラス（No.1） ７. バブル（泡）型 Y字状ガラス (No.1) 

８. 斜方輝石 (No.1)　９.単斜輝石 (No.1)　10. 磁鉄鉱 (No.1)　11. ジルコン (No.5)

1 2

3 4

765

111098
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土器ᒴはᑊ文౛期にԂるもので、৿者のɗれはᑊ文

մ期にԂるものとし、X�D�をθ期のޅᅠにあるとᓒ

えた。

　なお、野添大辻遺跡（第⏗次調査）では、⏡ࣝに

おいてᲿᅠˏˡ̶͓̘́͞（X�D�）がປᥒ的多くද

出されている（株式会社إᄩޅ቉ድ所2015）。

（⏜）Ȳʼʱɴ

　野添大辻遺跡（第３次調査）で஛؜されたݡ積物

６ࣝ～10ࣝの⏞᠅షについて、̶̘͞分ഓを行った。

　ɗのᐄഗ、６ࣝ（分ഓ_ �⏖）あるいは⏡ࣝ（分

ഓ_ �⏗）にတ࣢ˤ͞˽が多くيʚれ、Ჿᅠˏˡ́

̶͓̘͞（X�D�）ᣱ྇のတ࣢ˤ͞˽とࡴؾされた。

なお、ᥐ᩿物にװʠるတ࣢ˤ͞˽のւغは６ࣝ（分

ഓ_ �⏖）が೎もᲞく、６ࣝがᲿᅠˏˡ̶͓̘́͞

（X�D�）のᭇဒ期に近いとᓒえられる。

ৄᅎయ჉

株式会社إᄩޅ቉ድ所2015ȋť　第⏖次・第⏗次調査にかか

るᕶးዀ࡝分ഓȍȏ野添大辻遺跡（第⏗次）発掘調査報告ȑ、

三重県埋蔵文化財センター

ృ東ಂΥ1978ȋ南ϑिのတ࣢ဒと土器形式ȍȏどるʠんȑ19

巻、␈␆⏹⏹出版

町ᅒ ໽・ృ井ଗ2003߅ȏృ編တ࣢ဒˏ̜͞˽ȑ、東京大࡝

出版会、££�336 

ดש࣢雄・ฯ原 ਒・࣢ά ᦩ1986ȋཧ度޴化型଼࣐რཀྵࡴ

ខᒞによるတ࣢ˤ͞˽の଼࣐რཀྵࡴȍȏ第܋紀቉ድȑ25、

££�21�30

⏙　ჶᛀՕഓ

 株式会社̮ͤˠ・̓͞　ᚹ൓　χ　

（⏖）ɻɍʠɴ

　ჶᛀは、10～500ó�ほどのჶᨧᣒຐを୫つ׬Ᏻᔟ

ᛀ類で、ຐの形ʦխʚれたฐ෵などから多くのჶᛀ

種が調ʏられ、現ᅊのᅊ態から特ࡴᄩޅを୭ฌする

ჶᛀ種ᒴが៯ࡴされている（小೰1988、࡫ᚹ1990）。

Υᖔ的に、ჶᛀのᅊᔒ域は༠ອ域からཁອ域ʚでঃ

፴ܑにؖʃ、中にはໜ川ʦ໡地などのອ成ᄩޅГ޺

の᭜地においても、わɑかなອ分がњᐌされる˻͍

˻͍とした᭜域ᄩޅ（例えɽコ˭の表面ʦྂった࣬

ቄの表面など）にᅊᔒするჶᛀ種が知られている。

こうしたჶᛀᒴ集のਸᣒをգᅎして、ݡ積物中のჶ

ᛀ化ቄᒴ集のៗഓから、過ؑのݡ積物のݡ積ᄩޅに

ついて知ることができる。

　野添大辻遺跡は、度会郡大紀町野添地内の宮川右

岸のฌᲞᏝ65⑎のد地上に立地するᑊ文時代と中世

の集落跡である。ここでは、野添大辻遺跡第３次調

査における基本土ࣝݡ積物中のჶᛀ化ቄを調ʏ、ݡ

積ᄩޅについてද២した。なお、ؾΥ᠅షについて

̺͞ン̜・ˠ̮ー͡分ഓと̶̘͞分ഓも行われてい

る（ع分ഓ項目をؒ၇）。

（⏗）᠅షɭ౅໬

　᠅షは、野添大辻遺跡第３次調査における基本土

。積物の⏞᠅షである（第４表）ݡࣝ

　᠅షについて、ГάのՃჿを行い、ჶᛀ分ഓᅎ̺

̮ͤ͞ー̜をсនした。

　（⏖）᠅షは、⏖�ዐ度を̜ー̲͡ーˡーにውして30

⎾過ᨧ化ອᏬອを֓え、֓ၖ・ؙਝさせ、೑機物の

分ៗとᎰࡎの分తを行った。（⏗）ؙ ਝᏺϛ৿、ອを

֓え⏖時間ዐしてから上࿒ʛ༰を᭑ؑし、ᏳᎰのコ

ͦ˓ドをஅてる。このс業を⏡܌ほどᑵりᦐした。

（３）૴࿡๿རを᧙心፬に܌収し、͇˓˪̴̜ͦ̿̒

で᧟ᩄ؜り、ˡ̫ーˤ͞˽にྦάしϗၥさせた。ϗ

ၥ৿は、͇˗ン̜͍̚ˑˏでࢬԂし̺̮ͤ͞ー̜を

сនした。

　сនした̺̮ͤ͞ー̜はᰒ਎᫦ά600҆およʃ1500

҆で៎࢘し、ჶᛀ化ቄについてࡴؾ・៟ధした。い

ɑれの᠅షもჶᛀຐధがࢹないたʠ、̺̮ͤ͞ー̜

ԃ面を៎࢘した。ჶᛀຐは、࡭形とᯃ࡭形（原հと

してץ分ዐ度๿っているຐ）に分けて៟ధし、࡭形

ຐの出現რとしてኍした。ʚた、Ճჿ重ᩄと̺̮ͤ

͞ー̜上の៟ధ面積からݡ積物⏖�当たりのຐధを

៟፤した。

（３）ჶᛀ׋ቄɹᄩޅ୭ฌዛᒴ

　ჶᛀ化ቄのᄩޅ୭ฌ種ᒴは、主に小೰（1988）お

よʃ࡫ᚹ（1990）が៯ࡴし、ןᘽ・࿚井（2014）に

よりԗද២されたᄩޅ୭ฌ種ᒴに基ɧいた。なお、

ᄩޅ୭ฌ種ᒴГ޺のཁອ種については、ঃ布種（p）

として଩った。ʚた、ቑႅのたʠࣚͤ̾͡のࡴؾに

とどʠた分類ᒴは、ɗの種ᒴをέ明（A）として଩っ

た。Гάに、࡫ᚹ（1990）が៯ࡴしたཁອ域におけ

るᄩޅ୭ฌ種ᒴのෙ要をኍす。
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␩Ϋ༑ਸໜा୭ฌዛᒴ⏃W⏆␭

　ໜ川上༑部のཙᢆ部に集中して出現する種ᒴであ

る。これらは、ຐ面ԃ体で࣬にʅったりと৓りЊい

てᅊᔒしているたʠ、༑れによってはȹ؜られてし

ʚうことがない。

␩μ⑯ά༑ਸໜा୭ฌዛᒴ⏃X⏆␭

　ໜ川の中～ά༑部、すなわちໜ川໤いでໜ成段丘、

ଚ状地およʃᕶးݨᬿ、৿背ྂ地といった地形が見

られる部分に集中して出現する種ᒴである。これら

の種には、നʚたはさʦで基物にЊመし、体をອ中

にЭɽしてᅊ༎する種が多い。

␩೎ά༑ਸໜा୭ฌዛᒴ⏃Z⏆␭

　೎ά༑部の三៓िの部分に集中して出現する種ᒴ

である。これらの種には、ອ中を༝ᧉしながらᅊᔒ

している種が多い。これは、ໜ川が三៓ि地य़にԂ

ると༑ᦵがᧆくなり、༝ᧉᅊの種でもᅊᔒできるよ

うになるたʠである。

␩ྲྀ໡༝ᧉᅊ୭ฌዛᒴ⏃\⏆␭

　ອཉがᏝ1�5⑎Г上で、岸ではອᅊඨ物が見られる

が、ອঈにはඨ物がᅊᔒしていないྲྀ໡に出現する

種ᒴである。

␩ྲྀ໡໡໘ྂܩ୭ฌዛᒴ⏃_⏆␭

　ྲྀ໡における༝ᧉᅊ種としても、໡໘ྂ地におけ

るЊመᅊ種としてもӦ勢な出現が見られ、ྲྀ໡・໡

໘ྂ地のᄩޅを୭ฌするخᔨਸが大きい種ᒴである。

␩໡໘ྂܩЊመᅊ୭ฌዛᒴ⏃`⏆␭

　ອཉ⏖⑎内޺で、Υ面にඨ物がᑢຂしている所お

よʃྂ地において、Њመの状態でӦ勢な出現が見ら

れる種ᒴである。

␩Პࣝྂ؅୭ฌዛᒴ⏃b⏆␭

　࣊ဈ˭原ྂ原ʦ᮫˭ंྂ原などのように、͊ズ˳

˭を主としたඨ物ᒴ落およʃ泥သࣝの発᧒が見られ

るݭ所に出現する種ᒴである。

␩᭜ݖ୭ฌዛᒴ⏃d⏆␭

　上ᦚのອ域にࢪして、᭜域をᅊਖ਼地としてᅊ༎し

ている種ᒴである（᭜ᅊჶᛀと٧ɽれている）。

␩᭜ᅊჶᛀ⏵ᒴ⏃d�⏆␭

　ᓘϗਸの৔い特ࡴの˫͡ー̺である。

␩᭜ᅊჶᛀ⏸ᒴ⏃d�⏆␭

　⏵ᒴに᭦伴し、ྂったᄩޅʦອ中にもᅊᔒする種

ᒴである。

（⏜）ᐄഗȲʭʃᓒ࢘

　ද出されたჶᛀ化ቄは、ཁອ種が11分類ᒴ⏣ࣚ⏥

種であった。これらのჶᛀ化ቄは、ཁອ域における

⏗ᄩޅ୭ฌ種ᒴ（d�、d�）に分類された（第⏡表）。

Гάでは、ع᠅షのჶᛀ化ቄᒴ集の特ਐについてᦚ

ʏる。

␩Օഓ_ �⏖⏃⏟ࣝ⏆␭

　ද出されたჶᛀ化ቄは、44҅体であり、ཁອ種の

ʛがද出された。ݡ積物⏖�中のຐధは、1�1²10*҅、

、୭ฌ種ᒴはޅ9⎾であった。ᄩ�形ຐの出現რは40࡭

᭜ᅊჶᛀ⏵ᒴ（d�）ʦ᭜ᅊჶᛀ⏸ᒴ（d�）がද出さ

れた。

　ᄩޅ୭ฌ種ᒴの特ਐፈから、˻͍˻͍とした᭜域

を伴うປᥒ的ϗいたᄩޅが஠ࡴされる。

␩Օഓ_ �⏗⑯⏞⏃⏡ࣝ⑯%#ࣝ⏆␭

　ჶᛀ化ቄは、分ഓ_ �４（⏥ࣝ）から᭜ᅊჶᛀ⏸ᒴ

（d�）が⏖҅体ද出されたのʛであった。このᐄഗか

ら、ჶᛀ化ቄがᑢᗛしないϗいたᄩޅが஠ࡴされる。

　なお、野添大辻遺跡第⏗次調査では、⏞ࣝ～⏥ࣝ

において᭜域୭ฌ種ᒴのჶᛀ化ቄがӅかにද出され、

ʦʦྂ࿅な᭜域ᄩޅが஠ࡴされている（株式会社إ

ᄩޅ቉ድ所2015）。

（⏞）Ȳʼʱɴ

　野添大辻遺跡第３次調査における基本土ࣝݡ積物

の⏞᠅షについてჶᛀ化ቄを調ʏた。ɗのᐄഗ、分

ഓ_ �⏖（６ࣝ）では、˻͍˻͍とした᭜域を伴うປ

ᥒ的ϗいたᄩޅが஠ࡴされた。分ഓ_ �⏗～⏞（⏡ࣝ

～10ࣝ）ではჶᛀ化ቄがほとんどද出されɑ、ϗい

たݡ積ᄩޅが஠ࡴされた。

ৄᅎయ჉

إとࡴ୭ฌ種ᒴの៯ޅᚹΥᅖ1990ȋཁອᅋჶᛀによるᄩ࡫

ᄩޅ਋ӯʍのਝᅎȍȏ東北地ჿȑ42、££�73�88

株式会社إᄩޅ቉ድ所2015ȋť　第⏖次・第⏗次調査にかか

るᕶးዀ࡝分ഓȍȏ野添大辻遺跡（第⏗次）発掘調査報告ȑ、

三重県埋蔵文化財センター

小೰正Ϻ1988ȋჶᛀのᄩޅ୭ฌ種ᒴの៯ࡴとإᄩޅ਋ӯʍ

のਝᅎȍȏ第܋紀቉ድȑ27、££�⏖�20

୭ฌ種ᒴのԗද២とೃృȍޅᘽ　ई・࿚井ង紀2014ȋᄩן

ȏK��« �ȑ３、££�⏡�30
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1 2 3
4

5 6
7

8

ፀ26ܒǵݡዩ物μのჶᛀ׋石

1.Pinnularia subcapitata (No.1) 2.Navicula pseudokotschyi (No.1) 

3.Stauroneis obtusa (No.4) 4.Nitzschia brevissima (No.1) 5.Pinnularia borealis (No.1) 

6.Nitzschia perminuta (No.1) 7.Hantzschia amphioxys (No.1) 8.Neidium alpinum (No.1)

ፀ⏡ᝠǵݡዩ物μのჶᛀ׋石ᅋ出ᝠ（ዛᒴɻǸןᘽ・࿚ϥ（2014）ɴʭʳ）

No. 分類群 種群 1 2 3 4 5 
1 Cymbella spp. ? 1 
2 Hantzschia amphioxys Qa 6 
3 Navicula pseudokotschyi Qa 1 
4 Neidium alpinum Qa 1 
5 Nitzschia brevissima Qb 4 
6 N. perminuta W 9 
7 Pinnularia borealis Qa 16 
8 P. subcapitata Qb 2 
9 Stauroneis obtusa Qb 2 1 
10 Surirella spp. ? 1 
11 S. ulna W 1 

1 陸生Ａ群 Qa 24 
2 陸生Ｂ群 Qb 8 1 
3 広布種 W 10 
4 淡水不定・不明種 ? 2 

合　計 44 0 0 1 0 
完形殻の出現率(％) 40.9 - - 100.0 -

堆積物1g中の殻数(個) 1.1E+4 - - 5.2E+2 -
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⏜　̺͞Ͳ̜͹ˠ̮ͻ͡Օഓ

 株式会社̮ͤˠ・̓͞　ග　ࢰਚ　

（⏖）ɻɍʠɴ

　三重県度会郡大紀町野添に所在する野添大辻遺跡

は、宮川右岸の段丘上にеᒞするᑊ文時代と中世の

集落遺跡である。この遺跡のإඨᅊをද២するたʠ

に土ޚ᠅షが஛؜された。Гάでは、᠅షにࢪして

行った̺͞ン̜・ˠ̮ー͡分ഓのᐄഗをኍし、˓̦

ዀඨ物ሂについてද២した。

（⏗）᠅షɭ౅໬

　分ഓ᠅షは、⏖ך北西ޖ土ࣝు面から஛؜された

⏞ဣである（第４表）。これらの᠅షについて、Гά

のଝ᯶で分ഓを行った。

　዇ᩄした᠅షをϗၥ৿、ԗʃ዇ᩄする（ᐓࢪϗၥ

重ᩄཀྵࡴ）。別に᠅షᏝ⏖�（዇ᩄ）を̜ー̲͡ーˡ

ーにとり、Ꮭ0�02�のˤ͞˽̲ーズ（ሁ৹Ꮭ0�04Ο）

を֓える。これに30⎾の過ᨧ化ອᏬອをᏝ20～30��

֓え、ᔵ೑機物Ճჿを行う。Ճჿ৿、ອを֓え、

ᣳᯭ໳́͐˻̠˓˸ーによる᠅షの分త৿、ໍᭇ໬

により0�01ΟГάのᎰࡎを᭑ؑする。この๿རより

˫リセリンをᅎいて᧟̮̺ͤ͞ࡶー̜をсនし、ද

᫦した。ࡴؾおよʃ៟ధは、機֪Ᏻᔟჶᨧ体にᅓ来

する̺͞ン̜・ˠ̮ー͡について、ˤ͞˽̲ーズが

300҅に᧒するʚで行った。ʚた、ѳࡔ状態のᖪ߫

なඨ物ჶᨧ体を᧧んでԠሎを௣り、ܒ版にᥔせた。

（３）ᐄഗ

ඨ物の̺͞ン̜・ˠ̮ー͡ع៟ధされた・ࡴؾ　

҅ధとˤ͞˽̲ーズ҅ధのປრから᠅ష⏖�当りの

ン̜・ˠ̮ー҅͡ధをິʠ（第⏣表）、分布̺͞ع

分類ᒴの̺͞ンعにኍした。Гάにኍすܒを第27ܒ

̜・ˠ̮ー҅͡ధは、᠅ష⏖�当りのද出҅ధであ

る。

　ද᫦のᐄഗ、̦˸˵፲型機֪Ᏻᔟჶᨧ体、˵˵ࣚ

型機֪Ᏻᔟჶᨧ体、Јのタ˭ϩዀ機֪Ᏻᔟჶᨧ体、

͜シࣚ機֪Ᏻᔟჶᨧ体、˥̲౏機֪Ᏻᔟჶᨧ体、˗

シ˪˵౏機֪Ᏻᔟჶᨧ体の６種類の機֪Ᏻᔟჶᨧ体

が確認できた。10ࣝでは˵˵ࣚ型機֪Ᏻᔟჶᨧ体

のᅋ出が೎も多く、14�700҅である。次いで̦˸˵

፲型機֪Ᏻᔟჶᨧ体が12�100҅、˗シ˪˵౏機֪Ᏻ

ᔟჶᨧ体が4�000҅、˥̲౏機֪Ᏻᔟჶᨧ体が1�300

҅となる。⏥ࣝになると、̦˸˵፲型機֪Ᏻᔟჶᨧ

体がᰒ著に֓ވし、113�000҅となる。ɗのЈでは

˵˵ࣚ型ʦЈのタ˭ϩዀ、˥̲౏、˗シ˪˵౏の機

֪Ᏻᔟჶᨧ体のᅋ出も見られた。なお、̦˸˵፲型

機֪Ᏻᔟჶᨧ体は⏥ࣝГ上のࣝྈでさらに֓ވして

おり、238�700～708�000҅である。⏣ࣝと⏡ࣝでᅋ

出が目立つのは˗シ˪˵౏機֪Ᏻᔟჶᨧ体で、⏣ࣝ

では117�700҅、⏡ࣝでは106�000҅である。６ࣝ

では͜シࣚ機֪Ᏻᔟჶᨧ体のᅋ出が見られ、4�000

҅である。ʚた、˓̦のᎨຐに形成される˓̦ዪቑ

ႅのᅋ出も見られた。

（⏜）ᓒ࢘

　10ࣝでは˵˵ࣚ型機֪Ᏻᔟჶᨧ体のᅋ出が೎も

多く、次いで̦˸˵፲型機֪Ᏻᔟჶᨧ体のᅋ出が目

立つ。よって、当時の段丘上は˵˵ࣚʦ̦˸˵፲の

˵˵類がঃがり、˥̲౏ʦ˗シ˪˵౏を伴うඨᅊで

あったとਲ਼われる。⏥ࣝになると̦˸˵፲型機֪Ᏻ

ᔟჶᨧ体の֓ވが著しい。この時期には̦˸˵፲の

˵˵類が段丘ٞᦇで分布を拡大させていたとਲ਼われ

る。̦˸˵፲型機֪Ᏻᔟჶᨧ体は⏥ࣝГ上のࣝྈに

おいて֓ވӃكにあり、⏥ࣝݡ積Гᭇ、段丘上でӦ

⏡的に分布をঃɁていたとᓒえられる。⏣ࣝからװ

ࣝのݡ積時期になると˗シ˪˵౏機֪Ᏻᔟჶᨧ体の

ᅋ出がވえる。この時期は˽˽˥ʦ̍ˤ͓ፈの˗シ

˪˵౏が段丘上にঃがっており、Υ部にᗳ原的なಕ

៎がࡔ在していたخᔨਸがある。６ࣝでは͜シࣚ機

֪Ᏻᔟჶᨧ体のᅋ出が見られた。この時期はୈອඨ

物の͜シࣚがᅊᔒできるྂ࿅なݭ所が段丘上のΥ部

にࡔ在していたخᔨਸがある。ʚた、６ࣝでは˓̦

のᎨຐに形成されるඨ物ჶᨧ体（˓̦ዪቑႅ）のᅋ

出も確認できた。৿ᦚするように、˓̦ዪቑႅのᅋ

出についてはいくつかのخᔨਸがᓒえられる。

　とこʸで、野添大辻遺跡では⏗次調査において、

Ё܌の分ഓ᠅ష஛ࣝ؜ྈとؾΥのࣝྈでᕶးዀ࡝分

ഓが行われている（株式会社إᄩޅ቉ድ所2015）。

⏗次調査のඨ物ჶᨧ体分ഓのᐄഗとЁ܌のᐄഗをປ

ʏると、10ࣝにおいて˵˵ࣚが多くᅋ出するဣʦ、

⏥ࣝГ上のࣝྈで̦˸˵፲が֓ވするဣはΥᕹする。

異なるのは、⏗次調査で⏡ࣝʦ⏣ࣝにおいて͜シࣚ

のᅋ出が見られたが、Ё܌の分ഓでは͜シࣚのᅋ出

が確認できていないဣである。これには、ݭ所の᧓
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いによりሂ᧓がᅊじたخᔨਸがᓒえられる。すなわ

ち、⏗次調査の分ഓ地ဣとЁ܌の分ഓ地ဣはおよɗ

600⑎ᮐれており、Υ方では͜シࣚがᅊᔒできるよう

なྂ࿅なݭ所がࡔ在したが、Υ方では˗シ˪˵౏が

ᅊᔒするようなᗳ原的なᄩޅがঃがっていたなど、

ࡔ所によってʦʦ異なったඨᅊがݭじ段丘上でもؾ

在していたのではなかʸうか。さらに、Ё܌の分ഓ

では６ࣝにおいて˓̦ዪቑႅのᅋ出が見られた。⏗

次調査では˓̦は確認されておらɑ、˓̦ዪቑႅの

ᅋ出も⏗次調査のᐄഗと異なるဣである。６ࣝには

Ჿᅠˏˡ͓́တ࣢ဒがࢹᩄཌྷじっており、上面が中

世遺構ද出面であるが、この６ࣝにおける˓̦のᅋ

出についてはいくつかのخᔨਸがᓒえられる。例え

ɽ、Ჿᅠˏˡ͓́တ࣢ဒをيʞ６ࣝがݡ積した৿、

৿世の௦୐などで˓̦Ꭸຐがཌྷじりᦉんだخᔨਸʦ、

Ჿᅠˏˡ͓́တ࣢ဒをيʞ６ࣝがϠ次的にݡ積した

ときに˓̦のᎨຐもཌྷじりᦉんだخᔨਸなどである。

ৄᅎయ჉

株式会社إᄩޅ቉ድ所2015ȋť　第⏖次・第⏗次調査にかか

るᕶးዀ࡝分ഓȍȏ野添大辻遺跡（第⏗次）発掘調査報告ȑ、

三重県埋蔵文化財センター、££�32�52

ፀ27ܒǵᩃད߂ᦈ遺跡ፀ３๖調査ɴȲȿʳඨ物ჶᨧкՕ॒ܒ

ፀ⏣ᝠǵ᠅ష１�য়ʱの̺͞Ͳ̜・ˠ̮ͻ҅͡ధ

イネ穎破片 ネザサ節型 ササ属型 他のタケ亜科 ヨシ属 キビ族 ウシクサ族 棒状珪酸体

（個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ）

６層 2,000 708,000 14,200 10,100 4,000 38,400  99,100  8,100 

７層     0 380,500  6,900  8,700     0  8,700 106,000 20,800 

８層     0 238,700 14,700  4,900     0 21,300 117,700 44,100 

９層     0 113,000 17,000  4,600     0  7,700  17,000      0 

10層     0  12,100 14,700      0     0  1,300   4,000      0 
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ፀ28ܒǵᩃད߂ᦈ遺跡ፀ３๖調査からᅋ出Ɍɛඨ物ჶᨧк

１.ウシクサ族機動細胞珪酸体（７層）　　　２.ネザサ節型機動細胞珪酸体（７層） 

３.キビ族機動細胞珪酸体（７層）　　　　　４.ササ属型機動細胞珪酸体（10層） 

５.他のタケ亜科機動細胞珪酸体（７層）　　６.ヨシ属機動細胞珪酸体（６層） 

７.イネ穎破片（６層）

1-a

4-a

4-b

5-a

5-b 7

6-a

1-b 2-b 3-b

2-a 3-a
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Ŧ　ᐵ　ୠ

⏖　μγȋᩃտᨉȍɹ෵ሂ

（⏖）࣒ఫܩɭ၎野ᔬ᧑（第&4ܒ）

　第３次調査では掘立柱建物・柱列、井戸、土坑ፈ

が確認された。特に、掘立柱建物は調査ך南үに઎

。される熊野脇道をઝᡫした建物ᨗᒞとなっているࡴ

これらの建物の時期は15世紀৿16～ץ世紀մץとᓒ

えられる。

　第⏗次調査においても掘立柱建物は熊野脇道をઝ

ᡫしたᨗᒞが見られた。第⏗次調査⏖・⏗ךではՖ

通状の道路遺構が確認されており、熊野脇道から༐

ᅊするഘ道で集落内の࣒ఫ地ʦᅒᅣをךᅙするもの

とᓒえられる。

（⏗）࣒ఫܩɹԒᨆ෯ଁ

　ȏ第⏗次報告ȑにおいて、井戸と掘立柱建物のе

ᒞ関ѥから࣒ఫ地の内部構成が୼えられている。

　ቄᏼ井戸␙⏽2035が見つかった第⏗次調査３ךで

はྋʦ熊野脇道とのеᒞ関ѥなどから、調査ךの西

үに主࣒がࡔ在したと୭௎される。なお、␙⏽2035

の出土遺物にはᄲᣒᰟဗがある。類例に京都市࣢ዀ

本ᰔࢩ跡のものがあり、15世紀中᯴のቄᏼ井戸から

出土している（⏖）。

　第⏖次調査␙⏽28、␙⏽34は井戸の東үで遺構が

ॕᚚとなる。␙⏽95は井戸の南үに柱穴が集中し、

建物がࡔ在するخᔨਸがᲞいと୭௎される。

　第３次調査では、⏖ךではቄᏼ井戸␙⏽3004（16

世紀մץ）の南西үに掘立柱建物・柱列があり、建

物ٞᦇに土坑と̴̜̒ᒴが見られる。遺物はこの፴

ܑから集中して出土おり、⏖ך中央から西ጩʚで遺

構・遺物がॕᚚとなる。なお、␙⏽3009は14世紀৿

時期のؾ、で上記の遺構よりӴ行するとᓒえられץ

遺構・遺物はܑٞに確認されなかった。

ፀ29ܒǵςឹ遺෯Օ॒（17800）ܒ
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が調査（ץ16世紀մ）ではቄᏼ井戸␙⏽3015ך⏗　

、北東ጩにеᒞし、ɗの南西に掘立柱建物、土坑ך

̴̜̒ᒴが見られ、遺物はこの፴ܑから集中して出

土する。調査ך中央から西ጩにかけて出土遺物は見

られない。この間については、小穴が多く見られる

が近現代のᓚсፈによる௦ϕが多くをװʠているた

ʠ、中世の遺構ࢌ度はॕᚚとᓒえられる。

北東にеᒞし、ɗのךでは掘立柱建物が調査ך３　

ٞᦇに̴̜̒ᒴが見られる。建物より南西үでは遺

構がॕᚚになる。

　これʚでの調査成ഗをᐵغ的にද២すると、野添

大辻遺跡における中世Ť期の࣒ఫ地の内部構ᦶは、

建物の北東・東үに井戸をᨗするӃكが見られる。

ʚた、第３次調査で確認された掘立柱建物は40⑎ዐ

の間᭧でᨗᒞされていることが୭௎できる。ෙɷፈ

間᭧で࣒ఫ地がךՖられ、࣒عఫ地に建物と井戸が

ᨗᒞされる内部構ᦶであったとᓒえられる。

⏗　໵ݷɹеᒞɧȿ

（⏖）໵ݷњ᰸

　泥塔њ᰸は平࡫時代ೢから᫐҄時代にかけて天

ᇗ、ᢵ౏、๯ަなどのఌᨗ᭥Ꮹがᰔ主となり、ਹᮠ

調У、ᆖ気平ᆾ、࡫ᅋፈのᰔઝをسえるたʠに土ន

の小塔をᩄᅋしњ᰸したЅఠۊဤである（⏗）。平࡫時

代にはȋ泥塔њ᰸с໬ȍにのっとり、泥塔がсられ

たことがȏЅᠦᦶ塔য٨֒ਏ経ȑにᠦかれていて、

こうしたс໬に基ɧきᩄᅋされる（３）。ఌᨗ者ࣝがᰔ

主となり泥塔をᩄᅋし、ࢩ᭏などのࡱఠ施៯ʍΥୠ

してᏢʠることでњ᰸を行ったとᓒえられる。この

時期の泥塔は⏖፝所で多ధʚとʚり発見される特ਐ

がある。

　室町時代Гᭇになると、ԃ国的にࢹధで発見され

る事例が֓ވすることから、この時期の泥塔はᩄᅋ

された৿に༑通しࠃʠると઎ࡴされる。さらに、遺

ፀ⏥ᝠǵҥॶᖐ০ӵᔘ݀ݷࡷ໵ݷΥៈ

№ 所在地 発見場所 発見状況 分類 遺構の時期
長さ
（㎝）

底部幅
（㎝）

最大厚
（㎝）

底部孔
形態

底部孔幅
（㎝）

底部孔深
（㎝）

宝塔軸部の
梵字・仏

出典等

1 三重県伊勢市 松原泥塔出土遺跡 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 10.4 5.6 2.5 － － － 梵字（キリーク） 註４・14

2 三重県伊賀市 将軍塚１号
塚状遺構（石に
囲まれ安置）

偏平舟形光背宝塔Ⅰ型
15世紀後半～
16世紀前半

9.5 4.9 1.7 無 梵字（キリーク） 註７

3 三重県伊賀市 常福寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 9.5 4.6 1.7 － － － 梵字（キリーク） 註４

4 三重県名張市 貴福寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 9.6 4.7 1.6 － － － 梵字（キリーク） 註４

5 三重県名張市 丈六寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 － － － － － － 不明 註４

6 奈良県奈良市
平城京左京四条六坊
十四坪・奈良町遺跡　
第424次

井戸SE16出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 17世紀前半 （4.8）（4.2）（1.8） － － － 不明 註８

7 奈良県桜井市 山田寺 溝SD223出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 13～15世紀 （5.2） － （1.8） － － － 不明 註10

8 奈良県桜井市 文殊山 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 － － － － － － 不明 註４

9

奈良県高市郡
高取町

束明神古墳　 盗掘坑出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 15世紀 9.7 4.5 1.6 無 梵字（キリーク）

註９

10 束明神古墳 盗掘坑出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 15世紀 9.9 4.9 1.6 無 梵字（キリーク）

11
奈良県吉野郡
吉野町

金峯山寺 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 － － － － － － 梵字（キリーク）
吉野町立吉野歴史資料館
展示

12
鳥取県東伯郡
琴浦町

船上山麓 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 10.4 5.1 1.9 無 梵字（キリーク） 註２

13 愛知県清須市 清州城下町遺跡 溝SD4039出土 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型
15世紀後半～
16世紀初頭

（6.8） 3.4 2.1 有　不明 － －
梵字（ウン、タラーク）
阿閦如来
虚空蔵菩薩

註11

14 愛知県愛西市 木曽川左岸 表採 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 （5.6）（3.2） 1.9 有　円形 0.4 0.2 多宝如来坐像 註15

15 三重県亀山市 正法寺山荘跡 遺物包含層出土 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型
15世紀後半～
16世紀前半か

7.6 3.4 1.6 無 多宝如来坐像 註12・15

16 三重県松阪市 宝蔵寺跡 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 （8.3） 4.4 （2.5） 有　楕円形 0.4×0.2 － 梵字 註16

17 三重県伊勢市 等観寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 8 3.4 2 有　円形 0.4 0.5以上 多宝如来坐像 註15・17

18
三重県度会郡
大紀町

野添大辻遺跡 柱穴出土 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 16世紀前半 8.7 3.5 2 有　楕円形 0.4×0.3 2.3
梵字（ア）
多宝如来坐像

本報告

19
京都府相楽郡
笠置町

笠置寺経塚 表採 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 － － － 有　円形 － － 多宝如来坐像
註15、京都府立山城郷土資
料館展示

śȋᬏさȍȋঈ部幅ȍȋ೎大؄ȍの�　�内のధғは๿ࡔᬏをኍす。　ȋŅȍはέ明をኍす。　
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跡の出土事例ではࢩ᭏ፈのࡱఠ施៯Г޺にも集落跡

で発見される。泥塔њ᰸がఌᨗ᭥Ꮹのʛならɑ຦ᝓ

ʍとঃʚり、ࢹధの泥塔でњ᰸を行うѵЖ形態ʍと

。化したことが୭௎される（４）޴

（⏗）໵ݷɹՕᰖ（第(#ܒ）

　野添大辻遺跡出土泥塔の分ഓにあたり、ع地の泥

塔を分類し、ɗの分布状໥からᓒ࢘する。泥塔の分

類はᅣລによりᐵغ的な分ഓがなされており、大き

くはこの分類にਃうがΥ部名ዌにѹ正を֓えた。泥

塔は立体形と偏平形の⏗つに分けられる（⏞）。

ጓк໵ݷ　　方形、ԓ形のもので立体的に塔を表現

したもの。

ҥॶ໵ݷ　　഍状でႅ面あるいはθ面に塔を平面的

に表現するもの。塔の形ʦ種ࡎがՎՍをもって表現

するものもيʞ。

　野添大辻遺跡の泥塔は偏平泥塔に分類される。ʚ

た、三重県内における中世৿期Гᭇの泥塔は偏平泥

塔であるたʠ、こちらの᠎Ᏻな分ഓをᦽʠる。偏平

泥塔は大きく３つに分類される。

⏵　ҥॶ഍Ϥᥢݷ০　　ᥢᨇでϤᥢ塔形を表現し、

θ面あるいはႅ面のعᥢにϤ大種が⏖字ɑつେされ

るもの。さらに、構ܒにより⏗つにᏳ別される。

D%　ҥॶ഍Ϥᥢݷš݀　　梵字あるいは梵字と字だ

けもの。ԃᬏ6�5Πմ৿がš�型、⏣～10Πがš�型

となる。

D&　ҥॶ഍ϤᥢݷŢ݀　　梵字あるいは梵字と字、

ᙯষฐ෵ខᰴが施されるもの。

⏸　ҥॶ഍ݷࡷ০　　ᥢᨇで宝塔を表現し、θ面あ

るいはႅ面に梵字、字がେされているもの。

⏹　ҥॶᖐ০ӵᔘݷࡷ০　　舟形光背形の土版に宝

塔形が表現され、塔᤹に梵字を᭞խしたもの。

　野添大辻遺跡の泥塔は偏平舟形光背宝塔形に᠍当

する。ᅣລの分類では偏平舟形光背宝塔形のᏳ別は

なされていないが、Ᏻ別により地域的なӃكが୭௎

できるたʠ、ፆ者がГάの通り分類を行った。

H%　ҥॶᖐ০ӵᔘݷࡷš݀　　舟形光背形の土版で

ᑖు面形が偏平なもの。正面には༓いՎՍで宝塔が

表現され、宝塔の軸に梵字が見られるもの。

H&　ҥॶᖐ০ӵᔘݷࡷŢ݀　　舟形光背形の土版で

ᑖు面形は正面が立体で、背面とү面、ঈ部が偏平

なもの。正面には立体的に宝塔が表現され、宝塔の

軸に梵字ʦЅが見られるもの。野添大辻遺跡の泥塔

は偏平舟形光背宝塔Ţ型にあたる。

（３）ҥॶ໵ݷɹՕ॒（第⏥ᝠ）

　偏平泥塔の内、偏平舟形光背宝塔š型は12例、偏

平舟形光背宝塔Ţ型は⏡例確認できる。偏平舟形光

背宝塔š型はߐᖪ県と三重県の伊ᢽᇮ地で多くの分

布が見られる。Ј地域ʍのঃがりはᴚ؜県ᖛ上࣢ᵴ

で⏖ဣのʛであることから、ߐᖪから伊ᢽ地域のປ

ᥒ的Ⴗい地域が༑通の分布であったとៜえよう。

　偏平舟形光背宝塔Ţ型は三重県の伊勢地域を中心

に分布し、愛知県࣊৓地域ʦ京都府ݐ࣢地域にもঃ

がりを見せる。偏平舟形光背宝塔š型とؾ෵にႷい

地域が༑通፴ܑとᓒえられ、このЈの地域ではؾ型

の泥塔は確認できていない。

　偏平泥塔の分布は、偏平഍Ϥᥢ塔形はክऄ県から

ऄ൓県・Პ知県とঃい፴ܑで見られ、偏平഍宝塔形

はԋঐ県が中心となる（６）。さらに、発見基ధでは偏

平഍Ϥᥢ塔š�・Ţ型、偏平഍宝塔形は⏖፝所から

多ధʚとʚり発見される例が多く、偏平഍Ϥᥢ塔š�

型はࢹధで発見される特ਐがあると୭௎される。ፀ30ܒǵҥॶᖐ০ӵᔘ݀ݷࡷ໵ݷՕᰖ（172）ܒ
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（⏜）Տܤϟёɹද២

　野添大辻遺跡の泥塔は掘立柱建物の柱穴から正立

状態で出土した。柱のାき؜り৿に柱穴ʍ࡫ᒞされ

たものとᓒえられる。偏平舟形光背宝塔型泥塔の出

土状໥をʚとʠ、時期ʦ出土遺構のਸൔをද២する。

状遺構より偏平ݻ　　⏆ΪᩂላРᢽ॑⏃ش⏖ݻ᥅ࢰ

舟形光背宝塔š型泥塔が出土。ݻ状遺構の中心部に

おいて表土ά30～40Πのࣝでቄにܑʚれて࡫ᒞされ

た状態が確認された。中心部の表土ά25Πዐで陶器

類、50～60Πዐで土師器皿が出土しており、15世紀

৿16～ץ世紀մץのものとᓒえられる（⏡）。

ॶݐϴृϴ܋೼Ԉܻܰ܋מ͹ߐᖪᅘ᧨ᤄ⏃ߐᖪላߐ

ᖪ॑⏆　　調査ではߐᖪ～ຽ戸時代ʚでの遺構・遺

物が確認された。井戸␙⏽16から偏平舟形光背宝塔

š型泥塔と17世紀մץの土師器、ᄲᣒ土器、陶器ፈ

が出土している。泥塔の上部が๿ࡔしሂᥢ、宝᫒が

確認できる（⏣）。

೺౩ኜߐ⏃ސإᖪላᲞ؜ᅘ⏆　　中世のᇴ掘坑のԂ

Њ近で偏平舟形光背宝塔š型泥塔⏗基がᒞかれたؤ

状態で出土。ᇴ掘坑のݡ積土からは15世紀のものと

ᓒえられる小型ᄲ器椀が出土しており、ؾ時期のも

のと୭௎される。泥塔はᇴ掘৿にњ᰸のたʠにᒞか

れたものと見られる（⏥）。

　なお、⏗基の泥塔は正面に宝塔と梵字（˥リー˪）

がある構ܒとなるが、宝塔の形態にᗐॵ᧓いが見ら

れる。別型でс成されたものとᓒえられる。

࣢ᅒߐ⏃ࢩᖪላ൥ϥ॑⏆　　13世紀～15世紀の土器

をيʞྋ␙⏻223から偏平舟形光背宝塔š型泥塔が出

土。泥塔は上ץ分が๿ࡔしており宝ჳ、ሂᥢ、宝᫒、

ᮮᇻ、ጼが確認できる（10）。

ནिݐάᅘ᧨ᤄ⏃ડሾላན᯷॑⏆　　ౙϤ条川にι

行して៯けられたྋ␙⏻4039から׬体で偏平舟形光

背宝塔Ţ型が出土。␙⏻4039はౙϤ条川のໜ川ዷ間

とᅊ༎域のޅᅠྋとされ、遺構޴᧦の状໥からݐά

町š期（15世紀৿16～ץ世紀՟ᰄ）とеᒞɧけられ

る。

　ౙϤ条川の時期は15世紀৿ᘽから16世紀մץと見

られる。出土遺物には 経ʦߴ໬ᙯᘠ経、ᩆոᖔᗐ

経を書Ԡしたר塔ࠤ、ံధのՒӂのあるᰄᲓፈがあ

りࡱఠ的なݭであった事が஠ࡴされる（11）。

　泥塔には宝塔、梵字、Ѕが立体的に表現されてお

り、野添大辻遺跡の泥塔と類аする。しかし、宝塔

の軸内にはϠЅ（ᭁ 如来、ᛕዷ蔵ᘞᚨ）とɗれぞ

れのᰄ上には梵字があり、構ܒにे異が見られる。

๭໬࣢ࢩᗸᤄ⏃ΪᩂላϘ࣢॑⏆　　第⏣次調査の׃

ᐚࡔ࣢ᗸ跡。より偏平舟形光背宝塔Ţ型が出土ࣝي

期（15世紀৿16～ץ世紀մץ）と࣢ᗸ跡Гմ（13

世紀）の⏗期の遺構が確認された（12）。Јの遺跡にお

ける偏平泥塔の時期をᤑʚえると、մ者の時期にあ

たるとᓒえられる。泥塔には宝塔、Ѕ像が確認でき、

梵字の೑ံはέ明ርであるが、野添大辻遺跡とؾ型

のものである。

ጼᒞࢩᐁݻ⏃ϴᨊঌݐ࣢ᅘ⏆　　ጼᒞࢩ経ݻはߐᖪ

時代からのো֩ѵЖのᮠݭで、平࡫時代৿期の土ន

経ፏʦ᪅ន経ፏ、ഌᵒ᫦、ᮾᇐታࡎغፈのΥୠ遺物

がある（13）。偏平舟形光背宝塔Ţ型が表஛されている

が、時期はέ明である。泥塔には宝塔、Ѕ像が確認

でき、梵字の೑ံはέ明ርであるが、野添大辻遺跡

とؾ型のものである。

　Г上の出土事例のද២から、偏平舟形光背宝塔š

型は15～16世紀が՟現で17世紀ʚでᐙᐚし、偏平舟

形光背宝塔Ţ型は15～16世紀のものとᓒえられる。

出土状໥を整ჿするとࢩ᭏、経ݻ、ݻ状遺構といっ

たѵЖに関するݐ、ݭά町ʦᬐմ町、集落といった

ᅊ༎に関するݭに分類できる。৿者でも野添大辻遺

跡ʦན᯷ݐά町遺跡はᅊ༎域におけるኢነに関わる

ものであʸう。

　偏平഍Ϥᥢ塔š�型についても上記のような⏗つ

の出土̮ターンが୭௎されており、中世৿期におけ

る泥塔գᅎの特ਐとеᒞɧけることができる。

　泥塔は中世մ期においてఌᨗ᭥Ꮹによるњ᰸にᭉ

ఠ施៯（ɗࡱ᭏ፈのࢩされていたが、中世৿期にはࡴ

れに関ᦹする施៯）でᅊᅋされた৿に地域ʍ༑通し、

地で地᫙ʦኢነፈにգᅎされたとᓒえられる。よع

りάеの຦ᝓͤ̾͡ʚでঃがる中で、ѵЖの中心が

こうしたϺǾʍと޴化したと見られる。出土事例が

ᭉࡴされることからも、ປᥒ的上еの᭥ࣝʦ࢏ងࣝ

がᅎいたものであっただʸう。

（⏞）ʚɭʠ

　野添大辻遺跡は熊野脇道໤いのΥᖔ的なݳ村であ

るが、出土遺物にはᄲᣒᰟဗʦ泥塔といった重要遺

物が見られる。ᰟဗは京ʦݯといった都市部、地方
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ではݐ᱅ʦࢩ᭏、ཱིなどの集త地で出土が多く、Υ

ᖔ集落には見られないという。こうした出土遺物の

特ਸからЊ近に೑֐者の࣎᱅がࡔ在したことʦ上е

の᭥ࣝ・࢏ងࣝにあたるϺ物のࡔ在がᓒえられる。

　ʚた、こうした重要遺物の༑通の背ಕとして、多

気とߡ伊勢・熊野のᐄ፲ဣとなる集落であったこと

ʦ、伊勢地域に所在するԃ国࣐୭の経ཕ都市である

࣢ᅒの৯ᯱが઎ࡴされる。都市部からの経ཕ的・文

化的৯ᯱが野添大辻遺跡のような᝘道໤い集落ʍも

໳ؖしていたのであʸう。

⏙　ᐄ᠝

　野添大辻遺跡の発掘調査によって、宮川中༑域の

段丘上にࣙᬖするᑊ文時代౛期の集落、中世におけ

る熊野脇道໤いの集落のࠒが明らかとなった。Ё৿、

工事に伴う立会調査も᭦時ᐙᐚするが、本報告にお

いてΥךՖりとなる。

　本報告では偏平舟形光背宝塔型泥塔のʛのද២に

ᅥʚったが、偏平泥塔の出現時期と分布、出土状໥

を近年の出土事例をᤑʚえてᓒ࢘を行うことがᠩᰍ

である。҅別の分ഓでは、泥塔は型сりという特ਐ

からؾ型品のද២がخᔨとᓒえる。遺跡ʦ地域間で

のؾ型品の特ࡴにより、ᅊᅋと༑通の実態がより᠎

Ᏻに現れ、地域社会のࠒが༝き৫りとなることであ

ʸう。ʚた、ᄲᣒᰟဗʦ泥塔といった重要遺物につ

いてԃ国的なປᥒ、ද២をᦽʠることで本地域と熊

野脇道を行きかうϺǾのࠒがより᳞明なものになる

であʸう。
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写
真
図
版
１

宮川北岸からの遺跡遠望（北から）

作業風景（北東から）
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写
真
図
版
２

１・２区調査前状況（北東から）

２・３区調査前状況（南西から）
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３

１区全景（南西から）

２区全景（北東から）

　 46 　



写
真
図
版
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３区全景（南西から）

１区掘立柱建物・柱列完掘状況（北東から）
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写
真
図
版
５

１区掘立柱建物・柱列完掘状況（南東から）

２区掘立柱建物完掘状況（南東から）
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写
真
図
版
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ＳＺ3010検出状況（南から）

ＳＥ3004検出状況（北西から）
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写
真
図
版
７

ＳＥ3004半裁状況（南から）

ＳＥ3004石組半裁状況（南から）
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写
真
図
版
８

Ｑ３ Pit１出土状況（北から）

ＳＥ3015掘削状況（南から）

ＳＫ3020上部石材出土状況（北から）

ＳＫ3020底部石材出土状況（北から）

ＳＥ3009掘削状況（北から）

ＳＫ3018完掘状況（北西から）

ＳＫ3020下部石材出土状況（北から）

ＳＺ3010完掘状況（北から）
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遺物４・10・13・17・18・20・21・24

2421

2018

1713

104
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遺物25・27・28・29・33・37・43・44・48・54

5448

4443

3733

2928

2725
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遺物59・60・61・64～70・78

787069
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6665

6461

6059
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要
　
　
　
　
　
　 

約

　当遺跡は宮川右岸段丘上に立地し、遺跡の中央を中～近世の熊野脇道（滝原道）が通過してい
る。道路拡幅工事に伴い発掘調査を実施し、室町時代（戦国期）の掘立柱建物３棟、柱列４条、井
戸３基などの遺構を確認した。出土品にはこの時期の土師器（皿・鍋）、陶器（壺・天目茶椀）、泥
塔などがある。
　泥塔は掘立柱建物の柱穴内で正立した状態で出土した。本遺跡出土のものは偏平舟形光背宝塔型
泥塔に分類される。泥塔正面には宝塔が立体的に表現され、宝塔の軸には梵字、多宝如来坐像が見
られる。泥塔の形態は地域によって異なるが、本遺跡より出土したものの類例は三重県を中心とし、
愛知県西部から京都府南部にかけて分布することが判明した。
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